
戦
国
期
の
在
地
寺
院
と
地
域
社
会

窪

田

涼

子

は
じ
め
に

戦国期の在地寺院と地域社会

お
や
ま
と

じ
よ
う
が
ん

じ

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
伊
勢
国
小
倭

郷

に
あ
る
、
成

願
寺
と

い
う
戦
国
期

の
地
域
寺
院

の
姿

で
あ

る
。

小
倭
郷
は
、
現
在
の
三
重
県
の
中
部
、

一
志
郡
白
山
町
の
垣
内
、
稲
垣
、
上
ノ
村
、
南
出
、
佐
田
な
ど

の
範
囲

に
あ
た
る
・
小
倭
郷

の

な
か
を
東
西
に

「初
瀬
街
道
」
が
通
り
、
南
北
朝
期

に
は
大
和
方
面
か
ら
伊
勢

へ
の
参
宮
、
伊
勢
方
面
か
ら
は
大
和
長
谷
寺

へ
の
参
詣
者

で
賑
わ

っ
た
.

.、
の
初
瀬
街
道
沿

い
の
上
ノ
村

に
、
明
応
三
年

(
西

九
四
)

に
建
立
さ
れ
た
慧
命
山
悪

院
成
願
寺
が
あ

る
・
上
ノ
村

し
ん
ぜ
い

の
地
侍

で
あ
る
新
長
門
守
が
真
盛
上
人
に
帰
依
し

て
出
家
し
、
孫

法
師

と
号
し
て
成
願
寺
を
建
立
し
た
・

真
盛
上
人
は
、
小
倭
郷
大
仰

(現
、

;

心
町
大
仰
)
の
地
侍
で
あ
る
小
泉
氏

の
出
身
で
、
比
叡
山
西
塔

で
天
台
教
学
を
修
め
た
が
・
の

ち
黒
篁

目
聾

に
隠
棲
し
念
仏

に
救

い
を
見
出
し
、
文
明

天

年

(
西

八
六
)
、
当
時
荒
廃
し
て
い
た
近
江
坂
本
の
西
教
寺

に
入
寺
し
・

不
断
念
仏

の
道
場
と
し
て
再
興
し
た
。
真
盛
上
人

の
教
え
は
、

の
ち

に
天
台
真
盛
宗

と
よ
ば
れ
る
念
仏

の
教
え
で
・
伊
勢
を
は
じ
め
近
江

山
城
、
越
前
な
ど
で
布
教
さ
れ
、
公
家
や
朝
廷
、
足
利
護

、
北
畠
氏
な
ど
の
信
仰
も
得

て
い
た
。
小
倭
地
域
は
・
真
盛
上
人
の
出
身
地

107



で縫

翫

黙

堕
鍵

融蘇

隔
勢

騨
鴨糠

㍑榊麹

鑓

∵

開
す
る
徳
政
や
、
徳
政
衆
と
よ
ば
れ
る
人
々
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

に
言
及
し
て
き
た
。

瀬
田
氏
は
・
小
倭
徳
政
衆
が
郷
内

の
み
に
有
効
な
徳
政
を
実
施

し
た
と
し
、

こ
れ
を

「在
地
徳
政
」
と
位
置
づ
け
、
小
倭
衆

の
強
固
な

結
合
と
自
立
性
を
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
中
野
氏

・
池
上
氏

は
、
小
倭

に
お
い
て
は
、
売
却
者
が
買
得
者

に
対
し
て
直
接
徳
政
を
要
求

し
・
両

当
事
者
間

で
売

買
関

係

を
解

消

す

る
と

い
・つ
、

私
徳

政
が

行

な
わ
れ

て

お
り
、

徳
政
衆

は
徳

政
を
行

な

つ
主
体

で
は
な

く
、

む
し

ろ
恣

意
的

な
徳
政

を
防

止
し
、
徳

政

が
行

な
わ

れ
た
場
合

で
あ

っ
て
も
買
得
者

の
権

利

を
保
障

す

る
、

と

い
,つ
立
場

に
あ

っ
た
も

の
と

し

て

い
る
。

以

上

の
よ
う
な

こ
れ

ま

で
の
研
究

成
果

は
、

お
も

に
成
願
寺

に
残

さ
れ

て

い
る

晟

願
寺

文
圭
日
L
を
基
礎

史
料

と
し

て

い
る
。

と
く

に

明
応

二
年

(
丙

九
四
)
九
旦

吾

付

の

「小
倭
百
姓
衆
起
請
文
」
、
九
月

二

百

付

示

倭
衆

摂

連
判
状
L
の
二
通

の
文
童
.
は
、

侍
衆
や
夏

衆
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
解
決

に
衆
中
共
同
で
あ
た
嚇

内

の
秩
羅

持
を
は
か
ろ
.つ
と
す
る
、
地
侍
衆

.
百
姓
衆

の
重
層

的
な

一
揆

の
様
相
を
知
る
好
史
料
と
し
て
古

取
り
上
げ

ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、
七
通
の
徳
政
指
置
状
を
は
じ
め
と
す
る
徳
政
関
連

の
史

料

も
小
倭

郷

の
徳

政

に

つ
い
て
論

じ
る
際

に
よ

く
使

用

さ
れ

て

い
る
。

(6
)

現
在

・
成
願
寺

に
残

さ
れ

た
中
世

文
書

は
ほ
と

ん
ど
が
巻

子

や
掛

軸

に
仕
立

て
ら

れ

て

い
る
。

そ

の
・つ
ち
も

っ
と
も
数

が
多

い
の
は
寄

進
状
三
七
通

で
あ
り
・
売
券

δ

通
、
指
置
状
七
通
を
含
め
、
成
願
寺
が
集
積
し
た
田
地

に
関
す
る
証
文
類
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
.

こ
れ
ら
証
姦

を
中

心
に
し
た
史
料
群

は
、
「塾

罫

鎌
」
と
題
す
る
上
下

二
巻

の
巻
子

に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
巻
頭

に
は
、
寛

政
五
年

(
一
七
九
三
)
に
成
願
寺

一
二
世
真
英
上
人
が
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
軸
装
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「資
堂
田
記
録
」
に
纏
め
ら
れ
た
土
地
証
文
類
は
、
永
正
六
年

二

五
〇
九
)
か
ら
天
正

一
〇
年

(
一
五
八
二
)
の
戦
国
期
七
三

年
間

(年
未
詳
を
二
通
含
む
)
に
わ
た
る
、
成
願
寺
の
ひ
と

つ
の
側
面
を
照
ら
し
出
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
.」
れ
ま
で
の
成
願
寺
を



め
ぐ

る
研
究

の
な

か

で
は
、

あ

ま
り
積
極

的

に
取

り
上
げ

ら

れ

て

こ
な

か

っ
た
。

証
文

類

は

一
般

に
、
土

地
集
積

な
ど
経
済

的

な
側
面

を

語

る
史
料

と

し

て
捉

え
ら

れ
る

.」
と
が
多

い
。
も

ち

ろ
ん
成

願
寺

の
場

合
も
例

外

で
は
な
く
、
証

文
を

分
析

す

る
こ
と

で
・

寄
進

や
売

買

に
よ

っ
て
成

願
寺

に
集
積

さ

れ
た
田
地

の
有

り
様

が
、
あ

る
程
度

明
ら

か

に
な

る
。

そ
れ

に
加

え
、
本

稿

で
さ
ら

に
考

え

て

い
き
た

い
の

は
、
小

倭

と

い
う
地
域

に
お

い
て

の
成
願

寺

の
位

置

づ
け

で
あ

る
。
「
在

地
徳

政
」

や

「
小
倭

一
揆

」

な

ど
を
語

る
史

料

の
多

く

は
・

ど

れ
も
が
成

願
寺

に
関
係

す

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
成

願
寺

と

い
う
寺
院

が
小
倭

地
域

で
ど

の
よ

う

に
存
在

し

た

か
・

を
再
検
討

し

た
う
え

で
、

こ
れ
ま

で
の
成

果
を

地
域
社
会

の
な

か

で
考

え
直

し

て

み
る
必
要

が
あ

る
よ
う

に
思
う
。

そ

こ

で
本
稿

で
は
、
「
資
堂

田
記

録
」

の
証
文

類
を
中

心

史
料

に
し

て
、
戦

国

期

の
成

願
寺

と
、

そ

れ
を

取

り
巻

く
状

況

を
・
改

め

て

考

え

て
み
た

い
。

な

お
、
以

下
文
中

で
は

「
資
堂

田
記

録
」

上
巻

嘗

、

下
巻

を

2
と
し
、

そ

れ
ぞ

れ

の
何

番

目

の
史

料

か
を

「
資

-
-

拓
」

の
よ
・つ
に

ハ
イ
フ
ン
以
下

の
数
字

で
表
わ
す
.
ま
た
史
料
は

『三
勇

志
白
山
町
文
仏
謬

の
翻
刻
を
・
原
本

の
写
真

で
校
合
し

て

使

用

し
た
。

一

寄
進
と
供
養

戦国期の在地寺院と地域社会

寄
進
状
は
、
寄
進
者
が
あ
る
信

心
や
願

い
ご

と
を
遂
げ
る
た
め
に
、
寺

に
土
地
な
ど
を
寄
進
し
た
際

の
証
文
で
あ

る
。
成
願
寺

の
三
七

通

の
寄
進

状

は
そ

の
ほ

と
ん
ど
が

、

一
般

の
寄
進

状

の
形
式

ど

お
り
、

ま
ず

「永

代
寄

進
申

田
地
事

」

と

い

っ
た
事
書

が
あ

り
・

つ
い
で

寄
進

物
件

の
内
容

(地
字

、
斗

代

な
ど
)
、

土
地

の
由
来

(相
伝

か
、

買
得

か
)

が
書

か
れ
、

さ
ら

に

「
何

の
た

め

の
寄
進

か
」

「
寺

に
ど

の
よ

う
な
供
養

を

し

て
ほ
し

い
か
」

と

い
う
寄

進

の
目
的

が

記

さ

れ

て

い
る
。
表

1
は
、

「資

堂

田
記

録
」

か
ら
寄

進
状

だ

け

を
抜

き
出

し
、
年
代

順

に
な

ら

べ
、
①

～
⑰

の
通

し
番
号

を
う

ち
、
寄
進

者

・
寄
進
物

件

な
ど

項
目
別

に
分
類

し

た
も

の
で
あ

る
。
本
章

で
は
・

こ

の
表

を
参
照

し

な
が

ら
、
成

願
寺

に
、

ど

の
よ
う

な
物
件

が
、

誰

に
よ

っ
て
寄
進

さ

れ
た

の
か
、
を

み

て
み
た

い
。
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宛 所 寄進先 寄進に関する手続き等 供 養 関 係 文 言

しやうくわ

ん寺

成願寺 委細者せいきん坊二申候 けいさんせんちやう之ために/めい日四月十
一日二て候、御ゑこう候て可給候

常願寺 成願寺 為我等、二季之彼岸二、念仏を常住衆にて御

申候て可給候、我等かいはひを立られ候

成 くわん寺 成願寺 為 ミや うさいの/毎 年七 月十二 日、当寺 ノ御せか き

可存候、又六月廿 四日に も、御 ゑか う候 て可給候

成願寺 為灯明/為真見童子菩提寄進申候/(異 筆)命

日七月十八El

成願寺 つる若こしやうの事にて候間、毎日ふん くを

めされ候て可給候/(異 筆)為 真西ノ也

成願寺 寺相違之事候者、中山同宗

四郎兄弟可然様二はからい

候て

名日二へちし御申候て可給候、つれあひにて

候為妙讃之二[地 字・斗代]、 われらかため二

[地字 ・斗代]永 々新きしんたるへく候

成願寺 成願寺 為妙順大姉寄進申候、毎月二可預御吊候、名

日ハ七月廿九日にて候

成願寺 成願寺 毎月之月忌可預御吊候

成願寺 成願寺 為妙祐禅尼寄進申候、名日拾月八 日にて候、

然共毎月八 日二預御吊候者、可畏入候

成願寺 成願寺 (追筆)証 文相そへ進之候 為茶とうにて候

(成願寺) (庫裡作事、本堂屋根葺 き替

の際用立てた本利共12石5

斗を寄進)

当寺奉公之ためにきしん申候、代々御住持これを

御らんせられ候て御廻向候者、難有うけ可申候、と
てもの御利益二父母成仏、六親ともに平等利益、奉

頼候/是以毎日霊供を永代御利益奉頼候

浄願寺 成願寺 御訪二可預事奉i申 候

成願寺 成願寺 万一子々孫ニヲイテ違乱之

事候者森田方森室出相、兎

角之儀可被申定候、為其証

明に頼入候

成願寺 為秀円茶 とう

成願寺 成願寺

浄願寺 成願寺 為真寿禅定尼永代寄進申/為菩提/命 日八月七
日也

成願寺 6斗代ハ大村称名寺へ寄進 於現世二逆修、未来にてハ善処為、寄進申/現

在にてハニ きの彼岸霊供、御心得被成候て可

給候、又死去至候ハ ・、位牌立毎月之名日霊

供、井 しやう月二霊供、同風呂御たかせ候て

可給候/(異 筆)戒 名道範、同内永秀

毎月徳祐禅門と祐円禅尼 と両人之霊供之為/

名日十八日徳祐禅門、逆修祐円禅尼

浄願寺 成願寺
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戦国期の在地寺院 と地域社会

表1「 資堂田記録」寄進状一覧

番号 巻別
番号 寄 進 場 所 斗 代 土地由来 寄進月臼 差 出

① z-oz こうたい河原山神の

本/+せ ん寺宮之西

1斗代/1斗 代

合2斗代
永 正6,9.11 ふ くち満繁

② 1-05 かうたい河原むかへ

茶屋之前
1石4斗代

永 正 ユ0,4.24 森田之貞康、新

右衛門尉、森室

四郎二郎
0 2-f}2 かうの本 1石2斗 代 永 正17.7.12 新経康

④ 2-05 室ノ世古堂ノ前 5斗代 大 永2.7.20 森長康弘

a z-os たしか 5斗代 大 永3.12,ユ9 新経康

⑥ 2-一()9 上原石神/大 ヲキ藤

之木
1石4斗 の うち

6斗 代/1石1斗

おやよりそ う

てんの下地
大 永6.3.27 岡崎康則

⑦ 2-15 上之大谷/小 山口殿

向
2斗6升 代/1斗

5升代
売徳 享 禄2.3.12 丹後入道定俊

⑧ 2-16 小山[]殿 前 8斗代 買徳 享 禄2.7.吉 日 久岡定秀
⑨ 2--13 十善寺宮之前 5斗代 売徳 享 禄2.8.5 丹後入道定俊

⑩ 2-14 十せんしおき 2斗代 中森殿 より買

徳
享 禄2.9.12 岸田定口

⑪ 1-02 (能米12石5斗 胆 利

分者三把利に さん用

申候て如此)

天 文1.9.29 施主妙心

⑫ zrs 蓮台寺之西 1石2斗5升 代

の内1石代
天 文2.6.14 森長之内千代福

女、森長康弘
0 1・06 小倭八幡之後ワせ地 3斗代 天 文5.7. 森田之四郎二郎、

同豊前守

⑭ 1-U8 4斗代 中森殿 よりは
いとく

天 文5.閏10.14 岸田定清

⑮ 1一⑪9 大村青木 3斗代 天 文6.1.27 丹後入道責俊
⑯ 2-04 ハ イ カ ホ ラ/ハ サ マ 8斗代/2斗 代

合1石代
真寿存生の時

瑞聖寺よ り檀

方の判を以て

永代買徳

天 文6.8.13 森長治部少輔康
弘

⑰ 1-10 十善寺コウ本 1石2斗代の内

6斗代
天 文7.2.22 井生岸田八郎左

衛門尉吉定

⑱ ユー11 十善寺宮之北/ふ る

市は之畠
3斗代(小 升)/

1斗代小升に1

斗3升 ニ カ所
を合4斗3升

天 文7.2.2? (井生竹田)祐 円

19 2-21 なめきの西 1石2斗 代の内

納2斗 代
天 文7.8.9 中野藤四郎
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宛 所 寄進先 寄進に関する手続き等 供 養 関 係 文 言

成願寺 成願寺 為等乗大徳、妙弥禅尼/(異 筆)銘 日二月八日

成願寺 成願寺 本証文アイソへ候 為菩提

成願寺 若就此田地、自何方も違乱

之儀候者、成願寺両旦方新

殿中山殿悪入候而、寄附之

事候

為二親井自身逆修成願寺江寄進申下地之事/
得祐禅定門霊供田/祐円禅定尼霊供米/祐泉比
丘尼逆修寄進分/下地何茂末代三人霊供料候/
永代不易可預御廻向候

大仰常福寺 大仰常福寺
→常願寺

但我等一期ハ知行可申候/

若又常福寺退転候者、成願

寺江寄進申候/寄 進檀那の

事、小泉 ・与一 ・杉室以上
三人 ト定也

為後世菩提

成願寺 成願寺 (異筆)証 文ハ成願寺二あり 毎月一度之霊供毎日御回向奉頼候/(異 筆)南

無阿弥陀仏 当住持真快

成願寺 成願寺 毎月十九日可有御回向候/宗真禅定門為霊供
面帰真申所実正也

成願寺 成願寺 本券相副進申候 我等為逆修永代寄進申所実正明鏡也/拙者一
期之後毎月名日可預御回向候

しん衛之[] 成願寺 こ とわ りは しや う永坊 へ こ

とね ん こ ろ に申候 、 こ とわ

り くわ し くはた ん か う に て、

よ きや う に/後 き し ん候 て

可 有 候

妙れんのため同しくハわれらために

成願寺 成願寺 毎年正名日二念仏御申候て、御とふらい頼入

候

成願寺 成願寺 施主之儀ハ千年代一人可為候 為真幸/め い日二月三日二忌日あるへ く候

小倭成願寺 成願寺 宗真禅定門追善也、毎月拾九日必霊供、可有

御吊者也/彼 正名 日ハ四月十九 日

成願寺光尊
御住持

両人ノ田地去渡申候上者、

不可有他煩候、此等之趣、

子にて候宗七郎にも申聞候

西教寺上人様当寺被成御出候、…円頓戒一座

得御結縁度之由申入候志趣者、新九郎不慮二

生害仕候一周忌、来十一月十五日ヲ引上、預

御廻向度望候、失墜料二在所大谷藪がハナ八

斗代付渡進之候/道春禅門二為志

常願寺 成願寺 妙寿三月十八日二死去仕候間、其日其二おひ

て、風呂一たき、被仰付候て可給候

成願寺 成願寺 後世為菩提之奇進申候、然者毎年月々之月忌
二 りやうく可有候、井三月六日之正名日二、

風呂可有候

成願寺 西之屋方与井生之竹内方両

施主而先祖為祐円

先祖為祐円/彼正名日七月十一日也、槌霊供可

有念仏事

常福寺 常福寺 為二親

成願寺 成願寺 為甚蔵/(異 筆)主蘭甫浄彙禅定門

常願寺 成願寺 両人女子ノ為ニテ候、御施餓鬼被成候而可給

候
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番号 巻別
番号 寄 進 場 所 斗 代 土地由来 寄進月日 差 出

⑳ 1-Z2 大村ヤツ子垣内 西垣内殿 と相

持3斗 代
天 文7.9. 安野経定

⑳ 2-20 三賀野下源次垣 内4

斗代之内東きり
2斗代 三賀野形部大

夫かたより現

米2石1斗 に永

代買取

天 文7.12.20 正珊

⑳ 2-03 a三 賀野東 山/古 市

場/十 禅寺 前b西 屋

敷悪子之米c.ハ ィカ

イ ト

a.6斗/1斗/2

斗2升/合9斗2

升 代b.1石 代

c.1石 代

天 文15.7.9 祐泉比丘

⑳ 1-Q1 大沖岡之前ヤツメカ

イ ト
5斗代(升 は

納)
盛林比丘尼よ
り買徳私領

天 文16.2.29 (寄進檀那之事、

小泉 ・与一 ・杉

室以上三人 ト定

也)

⑳ 2-23 大村すミあな 1石4斗成の内

より3斗5升代
現米3石 にて

永代3斗5升 代

売徳

天 文17.5.16 岸田内井生妙盛

⑳ 1-14 十善寺前/同東 2斗代/1斗 代 天 文17.5.3U 山田播磨守満景

⑳ 1-16 天 王 平 尾 ・山 サ イ 目

(四 至 ア リ)

鼠800文 天 文17.6.0

日

山田野北田修理
進康景

Q 1--17 a.ゆ こん あ ん東b .か

こか い とC.と う りう

の み ち よ り東

a,5斗 代b.3斗

代c.2斗 代

a.竹室方より

売徳c出 口方
より売徳

天 文21.5.2 h田 元応

⑳ 1-20 あかさか 2斗5升 代 天 文24.4.16 茂岡

⑳ 1-21 大村長寺之前 1石代 弘 治3.3.2 康久
⑳ 1_一`L3 成願寺前 3斗代(納 の

升)
弘 治3,3,19 山田野播磨守満

景
⑳ 1-25 大谷藪かハナ 8斗代+失 墜

料=2石1貫 分
永 禄2.5.13 竹嶋石見入道盛

重、御千代女

⑫ 1-26 延命寺之北うら 1石代之内2斗

代
永 禄5.3.24 上嶋八郎左衛門

尉康氏
⑬ 1-29 岡之前 4斗代 永 禄7.3.fi 真讃

⑳ 1-30 6斗代(納 の

升)
永 禄11.4.29 祐盛

⑮ 1-32 中野之畠 買切 天 正8.3.7 池山藤四郎景勝
⑯ ]-33 松山殿前(字 か うた

に)
3斗代 天 正10,9.12 池山藤四郎景勝

⑳ 1-,34 大おき之内五タン田 2斗代 年 未詳7.5 岡村
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琳"

毅

蝶

蟻

た
物
簾

地
字
・斗
代
蕪

さ
繋

れ
に
作
人
名
の
巽

あ
葺

代
竺

斗
か
ら
一琿

の
間

皿

に
分
布

し

て

い
て
、

と
く

に
二
斗

～

八
斗
が
多

い
。

そ
の
ご
く
簡
潔
な
譲

形
式

か
ら
み
て
・
瀬
罠

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら

の
寄
進
状
が
在
地

に
き
わ
め
て
薯

し
た
性

格

を
持

っ
て

い
る

こ
と
を
う

か
が
わ

せ

て

い
る
.

つ
ま

り

示

字
○

・

○
斗
代

L

と
記

す
だ

け
で
、
寄
進

す

る
方

も
さ
れ

る
方

も

そ

の

物
件

の
内

容
を
十

分

に
把

握

で
き

た
、

と

い
う

こ
と
が

い
え

よ
う
。

寄
進

の
物
件

の
所
在
地

地

字

(幸

「
寄
進
場
所
」
、
図
参

照
)
は
、
地
名
等
が
確
認

で
き
る
も

の
か
ら
推
定
す
る
と

a
成
願
寺

の
あ

る
上

ノ
村
内

に
比
定

さ

れ
る
も

の
、
b
成

願
寺

か
ら

か
な

り
離

れ
た
場
所

に
比
定

さ
れ
る

も

の
、

の
両
者

が
あ

る
.

た
ζ

え
ば

a
で

は
・
「+
善
寺
」
が
挙
げ
ら
舞

こ
れ
は
成
願
寺

か
ら
西

に

一
キ

・
ほ
ど

の
李

+
善
寺
付
近

に
あ
た
る
.
史
料

に
は

「
+
せ
ん
寺
宮

之
西
」
「+
善
書

之
前
」
な
ど
と
あ
り
、

一
帯
が
集
中
的

に
寄
進
さ
れ
て
い
る
.
同
様

に
字

示

山
・
殿
向
L
「
小
山

。
殿
前
」
は
、
成

願
寺

か
ら
東

に
五
。
。

イ

ト
ル
ほ
ど

の
、
現
在

の

示

山

・
L
付
近

で
あ
ろ
う
.
ま
た
字

「
ハ
イ
カ
イ
ト
」
晟

願
蠕

」
は
、

い
ず

罷
糧
纏
傷
務
影
躯
陛
晒
紅
楚
緊
騎常
鑓
観
%謹
麓
調
縣
処
鎖翻

進

さ

れ

て

い
る

。

明
応
二
隻

西

九
四
)
九
旦

吾

付
の

示

倭
百
姓
衆
起
請
文
L
に

「小
山
・
警

」
「大
村
衆
二

大
仰
衆
」
三

賀
野
衆
」
が

署

名

し

て

い
る

こ
と
を
考

え

る
と
・

こ
れ
ら

の
地

が

す

で
に
成

願
寺

と
密
接

な
関
係

を
持

っ
て

い
た
こ
と
が

わ

か
る
.

.」
の
事

実

は
起
請

文

の
作
成
意

図

や
作

成
主
体

を
考

え

る
際

に
、

よ

く
考

慮

す

る
必
要

が

あ
ろ
う
。

 ま
た
・
寄
進
状

に
は
・
寄
進
物
件

の
由
来
が
記

さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る

(表
∴

土
地
由
来
L
)
.
「
お
や
よ
り
相
伝

の
下
地
」
「中
森

殿

よ
り
買
徳

の
田
地
」
な
ど
が
そ
れ
で
、
相
伝
さ
れ
た
も

の
は

死

買
得

さ
れ
た
も
の
が

一
・
件

で
あ
り
、
残

り
の
二
六
件

に
は
由
来
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の
記
撃

な

い
・

由
来

を
明
記

す

る

こ
と
は
、
寄

進
物

件
が
確

か
な
手
続

き

の
も
と

で
取
得

さ

れ
た

.」
と
を
示

し
、
特

に
買
得

さ

れ
た
物

件

の
寄
進

状

の
な

か

に
は
・

も

と

の
買

得

の
際

の
売

券
が
、

と
も

に
成

願
寺

に
移

さ
れ

て
き

て

い
る

も

の
が

あ

る
.

い
わ

ゆ
る
手
継

証
文

で
あ

る
・

「資

藷

記
録

」
中

に
は
・
成

願

寺
が
宛

所

で
は

な

い
売
券

が

六
通

あ

り
、

う

ち
五
通

に

つ
い
て

は
関

係

文
圭
日
も

あ

り
、
物
件

の
移
動

の
あ

り
方

を
復

元

す
る

こ
と
が

で

き
る
。

116

2
、
寄
進
者
に

つ
い
て

寄
進

状

は
ど

の
よ
う

な
人

々

に
よ

っ
て
出

さ
れ

た

の
か

(表

1

「
差
出

」
参

照
)
。

ま
ず

・

差
史

を
姓

ご

と

に
寄
進

の
回
数

の
多

い
も

の
か
ら

み
る
と
、

も

っ
と
も
多

い
の
が
岸

田
姓

で
六
回
、

つ
い
で
三
回

の
丹
後

入

道

・
森
長

、

二
回

の
森

田

・
新

・
山

田
播

磨
守
満

景

・
池
山
藤

四
郎
景
勝

と
な

っ
て

い
る
。

岸
田
姓

に
は
・
岸
田
定
口

(享
禄
二
年
、
表
あ

⑩

[以
下

の
丸
囲

み
数
字
も
表

あ

番
.募

照
]
資

2
些

、
岸

田
定
清

(委

五

年
・
⑭
資

-
h麗

)
・
岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
吉
定

(天
文
七
年
、
⑰
資

ゐ

)
、
岸
田
内
井
生
妙
盛

(天
文

毛

年
、
⑳
資

2
-
23
)
の
寄

進
状
が
あ
る
・

さ
ら

に
享
禄

三
年

の
岸
田
宛
売
券

(資

2
立

、
天
文
三
年
岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
殿
宛
請
文

(資

-
-
4
)

の
存
在

か
ら
、

少
な
く
と
も

死

年
間

に
六
回
の
寄
進
が
な
さ
れ
て
い
る
・」
と
が
智

れ
、
岸
田
は

一
族
そ
ろ

っ
て
成
願
寺

に
荒

し
て
い
る
様
子
で
あ

る
。

こ

の
岸

田

と

は

、

一
体

ど

の
よ

う

な

一
族

な

の

で
あ

ろ

う

か

。

享

禄

二
年

(⑩

資

2
1
皿
)

に

「+

せ
ん
し

お
き

二
斗
岱

を
寄
進

し

た
岸

田
定

口
は
、

そ

の
手
継

売
券

(資

2
、
E
)

で
は

「
く
ら

 本

岸

田
殿
」
と
さ
れ
・
天
文
五
年

(⑭
資

ー

8
)

に
四
斗
代

の
寄
進

を
し
た
岸

田
定
清
も
、
手
継
売
券

(資

-
、
7
)
で

「
羅

本

岸
田
殿
」
と
さ
れ
・
享
禄
三
年
四
月
吾

付

の
中
森
某
売
券

(資

2
立

も

「
御
蔵
本

岸
田
殿
」
に
宛

て
ら
れ
て
い
る
.

ま
た
・
大
永
七
年
五
月

の
売
券

(資

2
些

に

「井
生
キ

シ
タ
八
郎
左
衛
門
殿
」
、
大
永

八
年
指
置
状

(資

2
h

)

に

「
い
,つ
八
郎

左
衛
門
殿
」
・
天
文
七
年

の
寄
進
状

(⑰

亨

些

に
は

「井
生

岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
士
。
定
」
と
あ

り
、
奎

毛

年
五
月
寄
進

状
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(⑳
資
2
,
器
)
に
も

犀

田
内
井
生
妙
盛
L
と
あ

る
.
井
生
と
は
、
成
願
寺

か
ら
南
東
方
向

に
雲
出
川
を
越
え
て
直
線
で
約
六
キ

。
ほ
ど

の
集
落

.
井
生

(現
、

;

心
郡

;

心
町
)
で
あ
り
、
岸
墨

族
は
こ
の
地
を
根
拠

に
し

て
い
た

晟

本
L

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・

『南
紀
徳
川
史
』

の

「
元
禄
+

四
年
巳
正
月
御
改
地
士
姓
名
」
に
は

犀

田
藤
兵
衛

井
生
」

と
あ
り
・
岸

田
は
紀
州
藩

の
時
代

に
な

っ

概
鍵
悔
轡
D鍵

醍
麟
瞬雛
鶏
踵
捜韓
縫
繕
難
肋択艇
矯
簿

綾

鱗

得
る
.
.、
の
.、
と
は

「資
堂
田
記
録
」
の
時
代
の
山序
田

屡

の
成
願
寺
に
対
す
る
盛
ん
な
寄
進
行
奪

え
る
う
え
で
墨

(雛
罷

瀦
醗
㍗
館
罎
羅
魏
鷲
ボ鞭
脳
倒態
蝦
擁
舗
、軽
耀
験

羅
壁
、嬬

と

さ

れ

る

一
族

で

あ

る
。

衆藤

融

隷
鍍
鞭
蕪
畷薯
真隷
糎

麟

纒

ひ螢

総

黙

播
磨
守
嚢

」
は
、
成
願
寺
か
ら
三
キ

ロ
ほ
ど
南
下
し
た
出

野

に
関
わ
り
が
あ

る
人
物

で
あ

ろ
・つ
と
推
定

さ
れ
・
「
森
胆

三

池
山

藤
四
郎
景
墜

に

つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
.
ま
た
、
森
長

・
新

の
ほ
か
に
、
『勢
州
軍
記
』

三

小
倭
七

人
衆
」
と
さ
れ
た
者

の
名
字
を

寄
進
者

の
な
か
に
探

す
と

「
茂
岡
」
「
岡
村
」
が
お
り
、
ま
た
、
小
泉

(⑳

資
-

)
は
小
倭
衆

で
は
な

い
が
大
仰
の
侍
衆

で
あ
る
と
み

ら
れ
、
真

盛

は
こ

の
大
仰
小

泉
氏

の
出
身

と
さ
れ

る
。

.」
の
よ

.つ
に
、

寄
進
者

の
な

か

に
は
、

藝

州
軍

記
』

な

ど

に
小

倭
衆

と
し

て
名

が

見
出

さ
れ

る
も

の
が
あ

り
・

ま
た
多

く
が
名

字

と

実
名
を
名
乗
り
、
な
か
に
は

豊

前
L
「播
辱

」
「丹
後
入
道
」
「
治
部
少
魎

「修
理
進
」

の
よ
う

に
官
途
名
や
受
領
名
を
名
乗
る
も

の

m

が

い
る
.

.」
れ

ら

の
.」
と
を
考

え
ム
ロ
わ

せ
る
と
、
成

願
寺

に
対

す

る
寄

進
者

は
、

在
地

の
有
徳

人

や
侍
衆

と

そ

の

屡

を
中

心
と
し

て
い



…

た

、

と

考

え

ら

れ

る

。
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3
、
寄
進
状
に
み
る
供
養

隷
籍
鰻
鰐
響
鐵
欝
臨麹鰐
綴
談
鍵畿
離
曝
霧
鞘

だ

け

に
み
ら
れ

る
も

の

で
は
な

麺

こ
こ

で
は
そ

の
こ
と
自
体

が
、

成
願
寺

の
特

徴

を
よ

-
物

語

っ
て

い
る

よ
,つ
に
思

わ
れ

る
.

ま
ず
表

、
の

「
供
養
関
係
文
言
」
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
進
者

の
個
々
の
事
情

に
よ

っ
て
、
寺

に
依
頼
す
る
供
養

の
内
容
、
実
施

月
日
・
被
供
馨

の
名
や
命
日
な
ど
が
・
細

を

童
日
き
分
け
ら
れ
て
い
る
.

こ
ρ

、
と
は
逆

に
成
願
寺

の
側
が
、
個

々
の
寄
薯

の
希
望

 に
き
め
細

か

い
対

応

を

し

て

い
た
、

と

い
う

こ
と
が

い
え

る
。

例

を
挙
げ

よ
う
。

○
史
料

1

(⑰

資

1

-
10

)

(前

略

)

於
現
世

二
逆
修
・
未
来

に
て

ハ
善
処
為
、
寄
進
申
処
実
正
明
白
也
、
就
其
候

て

ハ
、
現
在

に
て

ハ
ニ
き
の
彼
岸
霊
供
、
御

心
得
被
成

候
て
可
給
候
・
又
死
奎

候

ハ
・
、
位
牌
立
毎
月
蓉

『
霊
供
、
井
し
や
う
月

二
霊
供
、
同
風
呂
御
た
か
せ
候
て
可
給
候
、

(後

略

)

こ

こ
で
・

寄
薯

は
・
自

分

が
死
去

す

る
前

の
供
養

(逆
修

)

と
し
て
、

二
季

(春
秋
)

の
彼
岸

に
霊

供

(死
者

の
霊

に
供

.え
る
物

)

を
あ
げ

る

こ
と
・

死
去

の
後

は
位
牌

を
立

て
・
毎

月

の
A叩
日

と
、
祥

月
命

日

に
霊

供
を

あ
げ

、

風
呂

を
を

.」
と
を
、

袋

と

し
て
希
望
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し

て

い
る
。

ほ

か

に

「
為
我

等

、

二
季

之
彼
岸

二
、
念

仏

を
常

住

衆

こ
て
御

申

候

て
可

給

候
、
我

等

か

い
は

ひ
を

立

ら

れ
候

て
給
候

」

(②

資

1
,
5
)

の
よ
う

に
、

二
季

の
彼

岸

に
は
位

牌

を
立

て
、
常
住

衆

に
念
仏

を
あ
げ

て
も
ら
う

こ
と
を
希
望

し

て

い
る
例

も
あ

る
。

こ

の
さ

つ
に
、
人

々
は
寺

に
対

し
、
行

な

っ
て
ほ
し

い
供
養

の
儀

礼

を
細

か
く
列
挙

し

て

い
る

ワ」
と

が
、

成

願
寺

の
寄

進
状

の
大

き
な
特
徴

で
あ

る

。

(マ
マ港

ほ

と
ん
ど

の
寄

進
状

に
記

さ
れ

て

い
る

の
が
、
供

養

し

て
ほ
し

い
人
物

の
命

日

で
あ

る
。

た
と
え

ば
・

「為

妙
祐
禅

尼
寄

進
申
候

名

日
拾
月

八
日

に

て
候

、
然

共
毎

月

八

日

二
預
御

吊
候

」

(⑨

資

ー

B
)
、

毒

月

奇

預
御
吊
候

、
(斧

ハ
七
月

廿
九

日

に
て
候
L

(⑦

資

2
些

な

ど

の
よ
,つ
に
、
供
養

は
特
定

の
個

人

の
た

め

に
行

な
わ

れ
、
亡

-

な

っ
た
そ

の
月

日

で
あ

る

「
正
名

日

(
い
わ
ゆ

る
祥
月

ム叩

日
)
」

や
、
毎
月

の
命

日

が
強

く
意
識

さ
れ

て

い
る
。

ま
た
、

(鰭
秋

三

月
、

八
月
)
の
彼
岸
も
、
と
乏

逆
修
供
養

に
は
轟

な
日

で
あ

匙

.
さ
き
に
調
査
を
行
な

っ
た
成
願
寺
境
内
の

看

五
輪
塔

の
な
か
に
、
三

月

時
正
中
日
L
「
天
正
±

些

百

旦

「
永
禄
+
年

二
月
+

三

と

い
う
銘

の
も

の
が
あ
り
・
五
讐

を

た

て
る
際

に
も

彼
岸

会

と

い
・つ
も

の
が
意

識

さ
れ

て

い
た

こ
と

が
う

か
が
え

る
。

こ

こ
か
ら
、
造
塔

と

、
寄
進
状

に
み
ら
れ

る
多
様

な

供
養
儀

礼

と

の
関

わ
り

も
う

か
が
わ

れ
、

五
輪

塔

に
刻

ま
れ
た
年

月

日

の
意
味

を
考

え

る
う
え

で
も
興
味

深

い
。

さ

ら

に
、

"風

呂

を
た
く

〃
と

い
・つ
供
養

儀
礼

が
あ

る
.
前

掲

の
史

料

-

の
ほ

か
、

「
妙
寿

三
月
+

八
日

二
死
去

仕
候

間

・
其

日
其

こ
お

ひ
て
、
風

呂

一
た
き
、
被

仰
付

候

て
可
給
候

」

(⑫
資

ー

%
)
、

三

月
六

日
之
正

名

日

二
、
風

呂

可
有

候

L

(⑳

資

-
-
四
)

の
よ

う

に
・

祥
月
A叩
日
に
風
呂
を
た
く
.、
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
.
葉

聖

氏
の
研
究

に
よ
麓

、
中
世

の
東
寺

の

「大
湯
屋
」
で
は
・
追
善
仏
事

に
風

呂

が
た

か
れ
た

と

?

つ
。

ま
た
、

武

田
勝
蔵

氏

に
よ
れ
ば

、
施

浴

の
場
合
、

浴
室

に
は
回
向

さ
れ

る
故
人

の
位
牌

が
安
置

し

て
あ
り
・

羅

好繁

輪

論
耀

雛
肌籍

鴇

難

蕎

錐

鷹
蒔墜
・も、同じー
な

以

上

の
よ
,つ
な
多

様

な
供
養

は
、
自

分
自

身

の
逆

修
供

養

の
場
合

を

の
ぞ
き
、

ほ

と
ん
ど

の
場
合

、
故

人

と
な

っ
た
寄
進
者

の

つ
れ
あ

119



い

尋

子

な
ど

の
親

族

の
た

め

に
行

な
わ

れ

て

い
る
.

と
く

に
、

子
が

親

の
た

め

に
供
養

を
依

頼

す

る

ヲ」
と
は
、

そ

の
供
黍

親

.

m

子

・
そ

の

子

…

…

と

繰

り

返

さ

れ

る

こ

と
を

予

想

さ

せ

る

。

実
際

祐
円
と

い
う
人
物
は
・
天
文
七
年

二

五

一天

)

に

「+
善
寺
宮
之
北
三
斗
代
小
舛

同

ふ
る
市

は
之
白
田
壱
斗
代
、
小
舛

二

斗

三
舛
・

ニ
ケ
所

ヲ
合

四
斗

三
舛

」

を

「徳

祐
禅

門

と
祐

円
禅
尼

と
両

人
之
霊

供
」

の
た
め

に
寄
進

し

て

い
る

(⑱
資

-
-
n
)
。

そ

の
文

書
奥

に
は

茗

早

合

徳
祐
禅
門

逆
修
祐
円
禅
尼
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
祐
円
は
お
そ
含

徳
祐

の
妻

で
あ
り
、

先

に
死
ん
だ
夫
徳
祐
と
・
祐
胃

身

の
逆
修

の
供
養

の
た
め
に
寄
進
を
行

な

っ
て
い
る
.」
と
が
わ
か
る
.
そ

の
八
年
後

の
天
文

蓋

年

(
一
五

三

八
)

に
は
・
祐
泉

と

い
う
人
物

が
、

三

親
井

自
身

逆
修

」

の
た

め
と

し
て
、

「得
祐

禅
定

門
霊

供

田
」
「
祐

円
禅
定

尼
霊
供

米
」

「
祐
泉

皆

尼
逆
修

寄
進

分
」

を

そ
れ
ぞ

れ
寄

進

し

て

い
る

(⑳

資

2
-
3
)
.

.」
れ

は
、

漢
字

表

記

と
出

家
位

が

多
少

異

な

る
も

の
の
、

読

み
は

「
と
く

ゆ
う

」

「
ゆ
う

え
ん
」

で
あ
り
、

寄
進

地

も

「
古
市

場
」

「
+
善

寺
」

と
近

い
場
所

で
あ

を

」
と
か
ら
、

祐
泉

は

お
そ

ら
く

前

出

の
天
文

七
年

寄
進
状

(⑱
資

-
h

)

の
徳

祐

・
祐

円

の
子

供

で
、

祐
泉

自

身

と
両

親

の
追

善

の
た

め

に
、
寄

進

を
行

な

っ
た

も

の

と
考

え

ら
れ

る
。

こ

の
よ
う

に
・
妻

は
夫

の
た
め
・
夫

は
妻

の
た

め
、

ま
た
子

は
親

の
た
め

、
追

善

供
養

を
、

ま
た
親

も
自

分

の
た

め
逆
修

の
供
養

を
行

な

い
・

そ
れ
が
親

か
ら

子

・
孫

と
繰

り
返

さ
れ
、
親

は
子

に
自

分

の
死
後
、

き

ち
ん

と
追
善

供
養

を

し

て
く
れ

る
フ」
と
を

望

み
、

そ

の
子

も
ま

た
自

身

の
子

に
そ

れ
を
望

み
…

と

い
う

よ
う

に
、
供
養

さ
れ

る
こ
許

極

楽
往

生
す

る

.」
と

へ
の
強

い
希
求

が
、

自

ら

の

蒙

L

と

い
う
概
念

↑

先
程

々
、

子

々
孫

々
)

を
蕪

さ
せ
た

と
も
考

え
ら

れ

る
.

こ
の
.」
と
は
同

時

娠

願
寺

側

に
と

っ
て
も
、
供
養

が

そ

の
家

の
代

々

に
意
識

さ

れ
て

い
る
限

り
、

寄
進
物

件

は
安
定

し

て

い
る

こ
と
を
意

味

す
る

わ
け

で
あ

る
。

以
上

の
よ
う

に
・

寄
進
状

を

み

て

い
く

と
、
寄

進
者

は
、

亡

き
親

族

や
自

分

の
死
後

が
幸
福

な

も

の
で
あ

登

」
と
を
強

く
願

っ
て
お
り
、

そ

の
た

め

に
さ
ま
ざ

ま
な
供
毒

礼

を
寺

に
依
頼

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

こ

の
フ」
と
は
同
時

に
、

寄
進
者

の
多
彩

な
願
望

に
応

え
よ

う

と
し
て
供
養
儀

礼

を
設
定

し

て

い
く
、
成

願
寺
側

の
、

い
わ
ば
営
業
努

力

が
あ

っ
な

、
と
を

も
推

定

さ
せ
る
。

そ
し

て
、
人

々
は
希
望



の
実

現

を
確

実

な
も

の
に
す
る
た

め
、
成
願
寺

に
寄
進

を
す

る
。

そ

の
寄
進
者

と
成

願
寺

と

の
関
係

が
反
映

さ
れ

て

い
る

の
が
、

三
七
通

の
寄
進

状

で
あ

る
と

い
え

る
。

こ

の
時
期

の
成
願
寺

と
そ

れ
を
取
り
巻

く
人

々
の
間

に
は
、

こ
れ
ら

の
寄
進
状

に
象
徴

さ
れ

る
よ
う
な

関
係

が
基
本
的

に
存
在

し

て

い

た
。

小
倭

郷

の
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

を
考

え
る

と
き

に
、

こ
の
点

を
捨
象

し

て
は
な
ら

な

い
。

二

寄
進
の
構
造
i

手
継
文
書
の
分
析
を
中
心
に

戦国期の在地寺院と地域社会

前

述

し
た

よ
う

に
、

「
資
堂

田
記
録

」
全

五
九

通

の
な
か

に
は
、

三
七

通

の
寄

進

状

が
あ

る
。

そ

の
う

ち

=
=

通

は
寄
進

状

だ

け
が
残

さ

れ

て

い
る
も

の

で
あ

る

が
、

六
通

に

つ
い
て

は
寄
進

に
至

る
ま

で

の
関

係
文

書

(売
券

等

)

と
と

も

に
残

さ

れ

て

い
る

(表

2
・

A

～

E
参

照
)
。

A
～

E

は
寄

進
状

と
売
券

が

セ

ッ
ト

に
な

っ
た
・

い
わ

ゆ

る
手
継

証
文

で
墾

・

こ
れ
ら

の
手
継

証
文

か
ら
、
①

あ

る
物
件

を
、

そ

の
持

ち
主
が
売
却

、
②

そ

の
際
、
売

券

は
物
件

と
と
も

に
買

い
主

に
移
動

、
③

買

い

主

は
、
買

っ
た
物

件
を
成

願
寺

に
寄
進

、
④

そ

の
際
、
寄

進

し
た
物
件

を

買
得

し
た
際

の
売
券

も
、

寄
進
状

と

と
も

に
成

願
寺

に
移

動
、

と

い
う

{
連

の
流

れ
を
想

定

す

る
こ
と
が

で
き
る

。
「
資
堂

田
記
録

」

の
な

か

に
多

く

み
ら

れ

る

バ

ラ

の
寄
進

状

や

売
券

は
、
本

来

は
手

継

証
文

と

し

て
各

々

セ

ッ
ト

で
存

在

し
、

物
件

が
成

願
寺

に
寄
進

さ

れ
た

と
き

に
、

一
括

し

て
寺

に
渡

さ

れ
た
が
、

紛
失

な
ど

に
よ
り

一

枚

だ

け
残

さ
れ
た
も

の
と
推

定

さ
れ

る
。

こ

こ
で
は
、

と
く

に
寄

進

の
背
景

を
知

る

こ
と
が

で
き

る
手

継
証

文

に
注
目

し
、

そ
れ
を

分
析

す

る
こ
と

に
よ
り
、

寄
進

に
至

る
物
件

や
文
書

、
関
係

者

の
動

き
を
復

元
し
、

成
願
寺

へ
の
寄
進

行
為

の
構
造

を

明
ら

か

に
し

た

い
。
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売買内容 →売買先 指置状 寄進状 寄進者 寄進年月日 寄進内容* →寄進先 指置状

現米2石4斗 → くら本岸

田殿

⑩ 岸田定口 享 禄2.9.12

(1529)

→成願寺

現米3石5斗 →御蔵本岸

田殿

⑭ 岸田定清 天 文5.閏10.14

(1536}

→成願寺

→岸田吉定 2-11 ⑰ 岸田吉定 天 文7.1222

(1538)

1石2斗代の

うち6斗代

→成願寺

現米2石1斗 →珊書記 ⑳ 正珊 天 文7.12.20

{1538)

→成願寺 1-13

1石4斗 代 を

現 米11石2

斗 に て

→成願寺 1-i5 ⑳ 岸田妙盛 天 文X7.5.16

(1548)

1石4斗代の

うち3斗5升

代

→成願寺

⑳ 竹嶋石見入

道盛重 ・御

千代女

永 禄2.5.13

(1559)

→成願寺 1-33

7石 →成願寺 1-22

*「寄進内容」は 「移動物件」と異なる内容の場合のみ記した

1
、
買
得
か
ら
寄
進

へ

ま
ず
表

2

の
A

の
場
合

は
、

中
森

某

が
あ

る
物

件

を
現

米

二
石

四

斗

で

「
く
ら
本

岸

田
殿
」

に
売
却

し
、

岸

田
は

こ
れ
を
そ

の
三

カ
月

後

に
成

願
寺

に
寄
進

し

て

い
る
。

こ

の
場
合

は
、

一
般
的

な

か
た
ち

で
売

券

と
寄

進
状

が

セ

ッ
ト

で
成
願
寺

に
残

さ

れ
た
も

の

で
あ

る
が
、

三
カ
月

と

い
う
短

い
期

間

で
買
得

↓
寄
進

が
行

な
わ

れ
て

い
る

と

い

う
点
、

お
よ
び

寄
進
者

と
し

て
あ

ら

わ
れ

る

「
く
ら
本

11
蔵

本
」
岸

田

と

い
う
存
在

に
注
目

で
き

よ
う

。

ま
た
、

C

の
場
合

は
、

瑞
聖
寺

が
久

岡

か
ら
借
金

を

し
た

カ
タ
と
し

て
、
久

岡

に
物

件
を
手

放

し
、

そ

の

一
カ
月
後

に
久

岡
が
、

岸

田
吉

定

に
売
却

し

て

い
る
。

そ

の

一

年

後

に
指

置
状

(徳

政
衆

が
徳
政

を
免
除

す

る

こ
と
を
保

証

し
た
文

書

)

が
、

「
い
う

(井

生

)

八
郎
左

衛

門
」

11
岸

田
吉
定

と

「
口
入

久
岡

殿
」
宛

に
出

さ

れ

て
お
り
、
最
終

的

に
こ
の
物

件

は
そ

の

一
〇

年
後

に
岸

田
吉
定

か
ら
成
願
寺

へ
寄

進

さ
れ

て

い
る

(半

分

は
大

村

称

名
寺

宛

)
。

こ

の
手
継

証

文

で
は
、

物
件

が

瑞

聖
寺

↓
久

岡
、
久

岡
↓
岸

田
と

い
う

か
た
ち

で
二
度

の
売

却

を
経

て

い
る
。
最

終
的

に

岸

田
が
成
願

寺

に
差

し
出

し
た
寄
進
状

に
は
、
幾
重

に
も
重

ね
て
供

養

す

る
こ
と
を
成

願
寺

に
依
頼

し
て

い
る

こ
と

か
ら
、
岸

田

が
成

願

寺

に
対

す

る
信

仰

が
篤
く
、

買
得

し

た
物

件
を
多

く
成
願

寺

に
寄
進
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戦国期の在地寺院 と地域社会

表2「 資堂田記録」手継証文からみた物件の移動

移動物件 売券 売 り主 売買年月日 売買内容 →売買先 売券 売 り主 売買年月日

A 十せんしおき

2斗 代
2-12 中森某 享 禄2.6.22

0529)

B 字道立 ノ西4

斗代
1-7 中森某 天文5.閏10.14

{153fi)

C 十善神コウノ

本1石2斗 代

zzo 瑞聖寺
納所

大 永7.5.5 借物過分

のため

→久岡 2-7 久岡定秀 大 永7,6.7

(1527)

D 三賀野源氏垣

内2斗代
2-18 刑部大夫 大 永8.2.21

(1528)

E 大村すみあな

1石4斗代
1-3 豊前 ・森室 天 文16.3.1

(1547}

F 大谷やぶがは

な8斗代+失 墜

料=2石1貫 文

G 大村堂谷1石2

斗代(字 うし

かいつか)

2-22 山田野北田

弥九郎

天 文24.10.15

(1555)

し

て

い
る
姿

を

う

か
が

う

こ
と
が

で
き

る
。

ま
た
、
多
少

複
雑

な
寄
進

の
背

景

が
う

か
が
わ
れ

る
次

の
よ
う

な

事
例

が

あ

る
。

妙
心

と

い
う
女
性

が
能
米

(玄
米

)

を
成
願
寺

に
寄

進

し
た
。

と

こ

ろ
が

そ
れ

は
単
な

る
寄
進

で
は
な
く
、
寺

の
庫
裡

を

造

る
際

に
貸

し

た
費
用

や
、
本

堂

の
屋
根

を
葺
く

の
に
際

し

て
用

立

て
た
分

を

、
寄

進

米

と

い
う

か
た

ち

に
し

て
、
「
本

利

共

二

(元
本

と
利

子
を
合

わ

せ
た
分

と
し

て
)
十

二
石
五
斗

」
を
寄

進

し
た
も

の

で
あ

る

(⑪
資

1
-
2
)
。

こ

こ
で
、
寺

へ
の
貸
付

が
、

最
終
的

に
寄

進

と

い
う

か
た
ち

に
な

る
事
例

を
知

る
こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
よ

う
な
事
例

と
し

て
、

も

う

一
つ
の
場
合

を

み
た

い

(表

2

の
E
)
。

こ

の
事
例

は
、

天
文

一
六
年

三
月

一
日

に
豊

前

と
森
室

が
、

「
大
村

す

み
あ
な

壱

石

四
斗
代

」

を

「現

米
十

壱

石

二
斗
」

で
成

願

寺

に
売
却

し

て

い
る

こ
と
が

、

そ

の
前
提

と

な
る

(資

1
-
3
)
。

そ

し

て
そ

の

一
年
後

の
日
付

で
、

こ

の
物
件

の
う

ち

の

一
部

と
み
ら

れ

る

も

の
に

つ
い
て
の
寄

進
状

が
存
在

す

る
。

○
史
料

2

(⑳

資

2

-
23
)

ハ　
ヨ
　
　

「
寄
進
状
成

願
寺

妙
盛
」

　マ
こ

永
代
売
得
至
寄
進
申
霊
供
田
之
事
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合

参
斗

五
升
代

者

有

坪
大

村

す

ミ
あ
な
也
/

一
石

四
斗
成

之
内

よ

り
所
出
候

(異
筆
①「謹

文

ハ
成
願
寺

二
あ
り
」

　
マ
マ
　

右
件
下
地
者
、
依
有
要
用
、
現
米
三
石
以
永
代
三
斗
五
升
代
売
徳
仕
候
上

ハ
、
子
々
孫

々
二
置
違
乱
煩
背
有
間
敷
候
、
若
天
下

一
同

之
徳
政
行
候
㌔

成
願
寺
よ
り
所
望
申
候
間
無
別
義
候

毎
月

度

之
霊
供
毎
日
御
回
向
奉
頼
候

黒

後
日
状
如
住
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岸
田
内
井
生

天
文
十
七
年
戦
五
月
十
六
日

妙
盛

当
住
持

　　
　

カ
　

 「南
無
阿
弥
陀
仏

真
快

(花
押
)
」

成
願
寺
参

こ

の
史
料

に
よ
れ
ば
、

天
文

一
七
年

五
月

一
六

日

に
、
岸

田
内

井
生

妙
盛

が

「参

斗
五
升

代

」

の
物

件
を
、

米
三

石

で
買

得

し
た
う
え

で
、

す

ぐ

に
成
願
寺

に
寄
進

し

て

い
る
。

こ

の
物

件

は
、

「大

村

す

み
あ

な
壱

石

四
斗

代
」

の
う

ち

の

「参

斗

五
升

代
」

と
あ

る
。

と

こ

ろ
が
、

「
大
村

す

み
あ

な
壱
石

四
斗
代

」

に

つ
い
て
は
、
先
述

の
よ

う

に

一
年

前

の
天
文

一
六

年

に
成

願
寺

に
売
却

さ

れ
て

い
る
。

「
護
文

ハ
成

願
寺

二
あ

り
」

(傍
線

部
①

)

と

い
う

注
記

が

あ

る

こ
と

か
ら
、

こ

の
物

件

は

す

で

に
成

願
寺

の
所
有

と

な

っ
て

い
る
も

の
と
、
同

一
物
件

で
あ
る

こ
と
が
確
認

で
き

る
。

つ
ま

り
妙

盛

は
、
成

願
寺

が

一
年
前

か
ら
所
有

し

て

い
た

「
大
村

す

み
あ
な
壱

石

四
斗

代
」

の
う

ち
の

一
部

分

11
「
参

斗
五
升

代

」

の
物
件

を
成

願
寺

か
ら
買

い
、

即
時

に
成
願

寺

に
寄

進

し
た
、

と

い
う
動

き
が

み
ら
れ

る
。

こ

の
よ
う

な
複

雑

な
事

態

を
解

く

鍵

は
、

「
成
願

寺

よ
り
所
望
申

候

」

(傍
線

部
②

)

に
あ

る
。

こ

こ
か
ら
、

こ
の
買
得

は
成

願
寺

が
望

　
マ
マ
　

ん
だ
事
態

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
る
。

そ

し

て
事
書

に
は
、
「
永
代

売
得

至

寄

進
申

霊

供

田
之

事

」

と
あ

る

こ
と

か
ら
、
妙

盛

は
、
成

願
寺

が
望

ん
だ

と

お
り

に
、
成
願
寺

所
有

の
物

件
を

買

い
、

そ
れ
を
成
願

寺

に
寄
進

し

た
、

と

い
う

こ
と

に
な
る
。



こ
れ
は

お
そ
ら
く

、
何

ら

か
の
事

情

で
成

願
寺

に
米

が
必
要

と

な
り
、

そ

の
捻
出

の
た

め

に
手
持

ち

の
物

件

の
う
ち

の

一
部

を
妙

盛

に

買

い
取

っ
て
も

ら
う

こ
と

に
し
、
最
終

的

に
は
妙
盛

が

そ

の
分

を
寄
進

す

る
と

い
う

か
た
ち

で
落
着

し
た
、

と

い
う

こ
と

に
な

っ
た
も

の

と
思

わ
れ

る
。
妙
盛

と
し

て
は
、

下
地

の
寄
進

と
引

き
換

え

に
、

「毎

月

一
度

之
霊
供
毎

日
御

回
向

」
を
半

水
久
的

に
成

願
寺

に
依
頼

し
・

こ
れ

は
成

願
寺
、

妙
盛

ど

ち
ら

に
と

っ
て
も

メ
リ

ッ
ト

の
あ

る
方
法

で
あ

っ
た

と

い
え

る
。

こ
の
よ
う
な
複
雑

な

寄
進
行

為

の
背
景

に
は
、

寄
進
者
側

の
願

い
と
と
も

に
、
寺

側

の
経
済
事

情

も
存

在

し
、
両
者

の
す
り
合

わ

せ

の

結

果

が
、

こ

の
よ
う

な
寄
進

状

の
か
た
ち

に
な

っ
た
も

の
、

と
考

え
ら

れ

る
。

2
、
売
寄

進

戦国期の在地寺院と地域社会

○
史
料
3

(資
1
-
7
)

永
代

売
渡
申

下
地

之
事

ミ

合
四
斗
B

ハ
字
道
立
ノ
西

右
件
田
地
者
、
依
要
用
有
、

子
々
孫
々
御
知
行
可
有
候
、

四
至

南

ハ
道
/
東

ハ
茶

エ
ン
限
/
北

バ
ク
子
ヲ
限
/
西

モ
ク
子
ヲ
カ
キ
リ

現
米
三
石
五
斗

二
売
渡
申
処
実
正
也
、
天
下

一
同
之
大
法
行
候
共
、

傍
為
後

日
謹
文
如
件
、

売
主
小
倭
荘

　　

ロ

天
文
五
靹
丙
潤
拾
月
十

四
日

中
森

(花
押
)

御
蔵
本

岸
田
殿

違
乱
煩
之
儀

一
言
申
間
敷
候
、
於
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○
史
料
4

(⑭

資

1
-
8
)

中

森
殿

よ
り

は

い
と
く
申
候

四
斗

代
、
為

秀

円
茶

と
う
、

永
代

し
や
う

く

わ
ん
寺

へ
き

し
ん
申
候

、
行
末

ま

て
と

か
く
申
物
有

間
敷

候
、
伍

き

し

ん
状
如

件

岸

田

　
　

　

天
文
五
年
輌
潤
十
月
十
四
日

定
清

(花
押
)
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こ
の
二

つ
の
史

料

(表

2

の
B
)

は
、

「
資
堂

田
記
録

」

上
巻

に
、
並

べ
て
貼

り
継

が

れ
て

い
る
。

史
料

3

か
ら
、
天
文

五
年
閏

一
〇

月

一
四
日

に
・
中
森

某
が

「
御
蔵

本
岸

田
殿
」

に
対

し
、

四
斗
代

の
物
件

を

三
石

五
斗

で
売
却

し
た

こ
と
が
知

ら

れ
、

そ

し

て
史
料

4

か

ら

は
、
岸

田
定
清

が

「中

森
殿

よ

り
は

い
と
く

(買
得
)

申
候

四
斗
代

」
を

、

「秀

円
茶

と
う

(湯
)
」

の
た
め

に
、
成

願
寺

へ
寄
進

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。
史

料

3

に
は
、
傍

線
部

の
よ
う

に
物

件

の
四
至

(土

地

の
東
西
南

北

の
境
界

の
し
る
し

11
物

件
所

在
地

の
指
定
)

が
記
載

さ

れ
・

史
料

4
に
は
、

そ

の
記
載

は
な

い
が
、

物
件

が

と
も

に
四
斗
代

で
あ

る

.」
と
、
史
料

4

に
中
森
殿

よ

り
買
得

し
た
巳日
が
書

か
れ

て

い
る

こ
と
・
な

に
よ

り
も

二

つ
の
史

料
が

、
同

一
年
月

日

に
作

成

さ
れ

て

い
る
こ
と

か
ら
、

こ
の
二
通

の
史
料

は
関

連

し
た
も

の

で
あ

る
と

い
え

る
。

こ
の
二
通

の
文

書

は
、

一
見

ふ

つ
う

の
手

継
証

文

の
よ
う

に
み
え
る
が
、

注
立凹心し

た

い
の
は
売

券

と
寄
進
状

が
同

一

日
付

で
あ

る

こ
と
で
あ

る
・

も

ち

ろ
ん

こ
の
場
合

も
、

手
継

証
文

で
あ

る

こ
と

に
は
変

わ
り
は
な

い
が
、

寄
進
者

が
、

買
得

し
た
物
件

を
、

即

日

に
寄
進

す

る
と

い
う

こ
と
は
、

寄
進
者

が
買
得

す

る
際

に
、
す

で

に
寄
進

の
止臼心志

を
持

っ
て

い
た

と

い
・つ
こ
と
で
あ

る
。

つ
ま
2

」

の
買
得

は
・

寄

進
を
前

提

に
し

て

い
た
、

と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
よ
う

な
売
却

と
寄
進

の
あ

り
方

は
、

ど

の
さ

つ
な
事
態

が
北目
景

 に
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

こ

の
場
合

、

二

つ
の
ケ

ー

ス
が
想
定

で
き

る
。

ひ
と

つ
に
は
、
岸

田

に
寄
進

の
立凹心志
が

あ

っ
た
も

の
の
、
適
当

な
物

件

を
持

ち
合

わ
せ

て

い
な

か

っ
た

の
で
、
中

森

か
ら
物

件

を
買

い
、

即
刻
成

願
寺

に
寄
進

し
た
、

と

い
う
考

え
方

で
あ

る
。
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ま

た
も
う

ひ
と

つ
考

え
ら

れ

る

の
は
、
中

森

に
は
成

願
寺

に
寄
進

す

る
意

志

が
あ

っ
た
が
、

そ

の
経

済
的

な
余
裕

が

な
く
、
手
持

ち

の

物
件

を
岸

田

に
売
却

し

、
岸

田

は
即

日
成

願
寺

に
寄
進

し
た
。
中

森

は
岸

田
が
成
願
寺

に
寄

進

す
る

こ
と
を
知

っ
た

う
え

で
、
岸

田

に
売

り
、
岸

田

が
そ

の
物

件

を
寄

進

す

る
こ
と

で
、
中

森
自

ら

の
寄
進

の
気
持

ち
も

か
な

え
よ

う

と
し

た
、

と

い
う
場

合

で
あ

る
。

前

者

と
し

た
場
合
、

岸

田

に
成

願
寺

に
対
す

る
信
仰

が
あ

っ
た

こ
と

が
前

提

と
な

る
が
、

そ
う

す
る

と
史

料

3

の
宛

所

「
御
蔵

本
岸

田

殿
」

の
捉

え
方

が
問
題

と
な

る
。
蔵
本

目
金
融

業
者

と
し

て

の
岸

田
と
、
信

仰
心

を
も

っ
た
寄
進

者
岸

田
を
、

ど

の
よ
う

に
考

え
合

わ

せ

る

か
、

と

い
う
点

が
ポ

イ

ン
ト
と
な

ろ
う
。

ま

た
後

者

と
考

え

た
場
合

、
中
森

の
希
望

は
か
な

え
ら

れ
る
が

、
岸

田
が
な
ぜ

中
森

の
意
志

を
成

就
す

る
た

め

に
、

わ
ざ
わ
ざ

買
得

し

て
ま

で
寄

進
を

し
た

の
か
、

と

い
う

こ
と

の
説
明

が

つ
か
な

い
。

こ

こ
で
も
前

者

の
場
合

と
同

様

に
、
蔵

本
岸

田
と
寄
進
者

岸

田
を
ど

う

考

え

る

か
、
問
題

と
な

る
。

そ

こ

で
こ

の
二
通
を
再
度

検
討

し
た

い
。
先
述

の
よ
う

に
、
対
象

と

な

っ
て

い
る
物

件

は
と

も

に
四
斗
代

で
、

売
券

に
は
四
至
が
あ

る

が
、

寄
進

状

に
は

四
至

が
な

い
。

こ
の
こ
と

か
ら
中
森

が
売
却

し

た

の
は
下
地

(土
地

そ

の
も

の
)

と
上
分

(下

地

か
ら
生

み
だ
さ

れ
る

加

地

子
得

分
)

で
、
そ

れ
を
買

得
し

た
岸

田
は
、

下
地

と
自

ら

の
得
分

を
留

保
し

つ
つ
、

上
分

の

「
部

を
成

願
寺

に
寄
進

し
た
・

と

み
る

こ
と

が

で
き
よ
う
。
事

態

の
背
景

に

つ
い
て
は
、
想

定

し
た

二

つ
の
ケ
ー

ス
い
ず

れ
と
も
判

断

で
き
な

い
が
、
移

動

し

た
物

件
を

こ

の
よ

う

に
考

え

れ
ば

、
蔵
本
岸

田
と
、
寄
進

者
岸

田

は
両
立

す

る

こ
と
が
可
能

と

な
る
。

下
地

と
得

分

の

一
部

を
保
有

す

る

こ
と
で
自

ら
経
済

的

に
利

潤

を
あ
げ

る

こ
と
が

で
き
、
同

時

に
得

分

の

一
部
を
茶

湯
料

と
し

て
成
願
寺

に
寄

進
す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
を
、
村
石
正
行
氏
は

費

得
即
時
寄
進
型
売
藩

」
と
し
・
寄
進

の
意
志
が
あ
る
も
の
の
経
済
的
男

が
な

い
の
で
・

仕
方

な

く
物
件

を
第

三
者

(仲

介

者
)

に
買

い
取

っ
て
も

ら

い
、

寄
進

の
合
力

を

し

て
も

ら
う
行

為
を

さ
す
・

と
し

て

い
る
。

こ

の
場

合
、
経
済

的

に
力

の
な

い
も

の
で
も
寄
進

が
可
能

と
な

り
、

そ
れ

は
寺

に
と

っ
て
は
寄
進
者

層

の
拡
大

を
可
能

と
す
る
。
村

石

氏

の

い
う
第

三
者

は
、
史
料

3

・
4
の
、
蔵
本

で
あ

り
、
寄
進
者

で
も
あ

る
岸

田
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
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成
願
寺

へ
の
寄

進
行

為

に
は
、

単
純

な
買
得

↓
寄
進

だ

け

で
は
な
く
、

岸

田

の
よ
う

な
存
在

を
前

提

と
し

た

テ
ム
も
行

な
わ

れ

て

い
た
。

こ
こ
で
・
売
寄
進

の
例
を

も
う

ひ
と

つ
み

た

い
。

た
だ

し

こ
れ

は
手
継

証
文

が
残

っ
て

い
な

い
。

「売
寄
進

」

と

い
う

シ

ス

史
料

5

(⑳

資

1
-
1
)

ハ　
　
カ
　

「段
銭

八
文

下
リ
、
是

ハ
三
賀
野
中

嶋
方

へ
出

ル
也
」

　　
　

レ

永
代
寄
口
口
田
地
之
事

合
五
斗
代

舛

ハ
納
、
在
所

ハ
小
倭
荘
大
沖
岡
之
前
/

ヤ
ツ
メ
カ
イ
ト
也
、
作
人

ハ
岡
兵
衛
大
夫
是
也
、

口
之
物
壱
舛
是
有
也
、

　　

　

①執

.誹

比
丘
尼
買
籟

噸

為
後
世
韮.据

大
仰
常
福
寺
泉

代
寄
進
申
処
襲

正
明
自

若
於
此
遍

申

者
在

ハ
、

盗

人
之
罪
科

可
被
行

候
、ー
但
我

等

一
期

ハ
、
知

行
可
申

候
、

為
後

日
、

証
文

□
□
、

天
文
+
六
年
愁

ノ

ニ
月
廿
九
日

③
蜀

眉

若
又
常
福
寺
退
転
候
者
、
成
願
寺
江
寄
進
申
候
、
不
可
有
違
乱
候
也
、

、繋
小
泉

(花
押
)

倒劉以
上
三
人
ト
定
也

大
仰

常
福
寺
参

違
乱
煩
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こ
の
文
書

は
も
と
も
と
大
仰
の
常
福
寺
宛

の
寄
進
状

で
あ
り
、
「若
又
常
福
寺
退
転
候
者
、
成
願
寺
江
寄
進
申
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
・

常
福
寺
退
転

の
た
め
、
寄
進
状
が
物
件
と
と
も
に
成
願
寺

に
移
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
書

は
日
下
の
・
本
来
な
ら
ば
差
出
者

が
記
載

さ
れ
る
場
所
に

「盛
林
比
丘
尼
」

(傍
線
部
③
)
と
あ
る
か
ら
、

一
見
す
る
と
盛
林
比
丘
尼

の
寄
進
状

の
よ

う
に
み
え
る
の
で
あ

　　
　
　

る
が
、
傍
線
部
①

に

「
彼
下
地
口
曝

林
比
丘
尼
買
徳
私
領
」
と
あ
り
、
寄
進
物
件
が
も
と
も
と
盛
林
比
丘
尼
所
有

の
も

の
で
、
そ
れ
が

買
得

さ
れ
寄
進
さ
れ
な

、
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
文
末

に
は

「
寄
進
旦
那
之
事

小
泉

(花
押
)

呈

杉
室

以
上
三
人
上

疋

也

」

(傍
線
部
④

)

と
あ

る

こ
と
か
ら

、

こ

の
寄

進

を

し
た

の
は
文
末

に
記
載

さ
れ

た

「小

泉
」

「
与

一
」

「杉

室

」

の
三
人

の

「
寄
進

旦

那

」

で
あ

る
と
考

え
ら

れ
よ
う
。

た
だ

そ
う

な
る

と
、

日
下

に
署
名

し

た

「盛

林

比
丘

尼
」

の
位

置

づ
け

が
問
題

と
な

る
。

こ

の
文
書

の
場

合

に
も
、
売
寄

進

と

い
う
状
況

を
想

定

し

た

い
。

「大

沖

岡
之

前

ヤ

ッ
メ
カ

イ

ト

五

斗
代

」

の
物

件

は

さ

き

に
み

た
よ

う

に
、

元
来
、

盛
林
比

丘
尼

が
所

有

し

て
い
た
が
、

そ

れ
を

「
寄
進

旦
那
」

で
あ

る
三
人
が
買

得

し
た
。

そ
し

て
大

仰

の
常
福
寺

へ

寄
進

す
る

の
で
あ

る
が
、
す

ぐ

に
寄
進

す

る

の
で
は
な

く
、

「
但
我
等

一
期

ハ
、

知

行

可
申

候
」

(傍

線

部
②

)

と
あ

る
よ
う

に
、

三
人

の

死
後

に
寄
進

す

る
、

と

い
う
条
件

つ
き

の
寄

進

で
あ

っ
た
。

お
そ
ら
く
盛
林

は
、
売
却

し

た
物

件

が
、

「寄

進

旦
那
」

を
通

じ

て
常
福

寺

に
寄
進

さ
れ

る

こ
と
を

、

は
じ

め

か
ら
知

っ
た

う

え

で
売

却

し
た

の
で
あ

ろ
・つ
。

.」
れ
は
、
た

だ

の
売

却

で

は
な
く
、

い
わ
ば
半

分
売
却

半

分
寄
進

と

い
う

こ
と

で
あ
り
盛

林

は
・

寄
進

の
気
持

ち
は
あ

っ
た
も

の

の
、
全

面
的

に
寄
進

し

て
し

ま
う
財
力

が

な

か

っ
た

の
で
あ

る
が
、
寄

進

旦
那

に
売
却

す
る

こ
と

で
、

一
定

の
対
価

を

獲

得

し
、

さ
ら

に
半

分

と
は

い
え
寄

進

の
意
志

を
遂
げ

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
え

る
。

日
下

の
署
名

は
そ

の
こ
と
を

あ
ら
わ

し

て

い
る

と

考

え
ら

れ
る
。

芳

、
「寄
進
旦
那
」

の
方
で
も
、
本
来
寄
進

の
気
持

ち
が
あ
る
盛
林

の
土
地
を
買
得

し
た

の
は
、
そ
も
そ
も

蓉

進
旦
那
L

の
側

に

常
福

寺
あ

る

い
は
成

願
寺

に
対

す

る
檀

那

と
し

て
奉

加

の
気

持

ち

の
あ

っ
た

こ
と

が
前
提

で
あ

り
、

そ

の
こ
と

は
、

「
但
我

等

一
期

ハ
、
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知

行
可
申

候

†

生

き

て

い
る
間

は
知
行

す

る
が
死

後

に
は
寄
進

を

す

る
、

と

い
・つ
茎

コロ
に
も

あ

ら

わ

れ

て

い
る
。

さ
ら

に
、
彼

ら
が
支

払

っ
た
分

に

つ
い
て
は
、

「
一
期
」
知

行

す

る
こ
と

で
回
収

で
き

る
わ
け

で
あ

る
。

以
上
・

手
継

証
文

を
中
心

に
み

て

い
く
と
、

一
見

同

じ
よ
う

に

み
え

る
寄
進

行
為

に
も
、

さ

ま
ざ

ま
な
パ

タ
ー

ン

の
あ

っ
た

こ
と
が

わ

か
る
・

ま
ず

・
相
伝

の
物
件

の
寄
進

の
ほ
か
、

買
得

し

た
物
件

の
寄
進

が
あ

る
。

ま
た
、

買
得
蓉

進

と

?

つ
場
ム
ロ
の
な

か
に
も
、

寺

の

所
鞭

舘

轟

欝

震

"鰭

嫡
御
が

に
売
碧

そ
の
人
慰

進
し
て
も
う
つ場
合
⊥
冗寄
書

葛

合

が
あ

る
・

こ
れ
も

・

(-
)

売
却

即

日
寄

進

と

い
う

か
た
ち

で
、

下
地

と
上
分

を
売

却
し
、

そ

の
・つ
ち

の
上
分

の

一
部

を
寄
進

す

る
場
△
口
、

(2
)

売
却

さ
れ
た
物
件

を
仲
介

者

が

一
期

の
間

知

行

し
、

そ

の
後

寄

進

す

る
場

合
、

が
あ

る
。

(2
)
の
場

合
、
知

行

し

て

い
る
問

に
あ

が

っ
た
上
分
で
買
得
し
た
値
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
寄
進
希
望
者

に
経
済
的

な
余
裕
が
な

い
な
ど
の
理
由
が
考
.を

れ

る
。と

く

に
売
寄
進

は
、

経
済
的

余
裕

の
な

い
人

も
あ

る
程
度

の
寄
進

を
行

な
う

こ
と
が

で
き

る

シ

ス
テ
ム
と
し

て
、

寄
進
者

層

の
拡
大

を

可
能

に
す
る
・
成

願
寺
は
、
笙

章

で
み
た
よ
う

に
、
多
様
な
供
養
儀
礼

を
里

日心
し
て
信
者
を
募

る
だ
け
で
な
く
、

お
そ
ら
く
岸
田
や

「
寄
進
旦
那
」
の
よ
う
な
仲
介
者

の
存
在
豊

剛
提
と
し
て
、
寄
進
方
法

の
多
様
化
を
行

な
い
、
成
願
寺

に
対
す
る
寄
進
者

の
増
加
を
立.薗

し
た
も

の
と
考

え
ら

れ
よ
う
。
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三

成
願
寺
と
地
域
社
会

成
願

寺

に
対
す

る
寄
進

は
、

一
通

り

の
単
純

な

か
た

ち
で
は

な
く
、

一
種

の
仲

介
者

の
存
在

が
前

提

と
な

っ
た

シ
ろ

ア
ム
も

あ

っ
た

.

そ

こ

で
、

こ
の
章

で
は

こ
の
よ
う

な

シ
ス
テ

ム
の
な

か
で
、
成
願

寺

を
取

り
巻

き
、

一
定

の
機
能

を
担

っ
て

い
た
人

々

の
存
在

に
注
目

し



て

み

た

い
。

1
、
成
願
寺
を
支
え
る
人

々
H
檀
方

(1
)
寄
進

の
代
理

・
仲
介

成
願
寺

に
対

す

る
寄

進

を
売
寄
進

と

い
う

か
た

ち

で
行

な
う
場
合

、
寺

と
寄
進

希
望

者

の
間

に
介

在

し
、

さ
ま
ざ

ま
な
条
件

を
調
整

す

る
役

割

を
担

う
人
物

が

い
た
。

こ
れ

は
史
料

5

で
み
た
よ

う

に
、

「寄

進

旦

那
」

と

い
う

か

た
ち

で
、

寄
進

希

望
者

の
意

志

を
尊

重

し

つ

つ
買
得

し
、
自

ら

が
死

ぬ
ま

で
は

そ

の
物
件

を
知
行

し

て
、
死
後

に
寺

へ
寄
進

を

す

る
、

と

い
う
例

で
知

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま
た
・
史

料

3

.
4
の
蔵
本

岸

田

の
存

在

も
、

本
来

の
寄

進
者

の
意

を
う
け

て
、

い
わ
ば

代
理

で
寄
進

を
行

な

っ
て

い
る
と
も

み
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う

に
、

さ
ま
ざ

ま
な
事
情

を

も

つ
寄
進

者

の
仲

介
者

と

な
り
、
売

寄
進

と

い
う

か
た

ち
を

用

い
て
、
本

来

の
寄
進

者

の
代

理
と

し

て
成
願
寺

に
寄
進

を
行

な
う
者

た

ち

の
存
在

を

、
寺

を
め

ぐ
る
地
域

社
会

に
確
認

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

(
2
)
寺

の
財
産

管

理

寺

に
は
寄

進

な
ど

で
集

ま

っ
て
く

る
財
産

の
管

理

を
行

な
う
人

々
も
存
在

し
た
。

戦国期の在地寺院と地域社会

○

史
料

6

(資

2

-
10
)

へ　
　
　

　「判
代
之
状

岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
」

永
代
売
渡
申
候
下
地
之
事

在
所
囎

纐

橋
韓

壱
石
二
斗
代

m

右
件
下
地
者
、
借
物
過
分
候

へ
共
、
御
佗
事
申
候
て
、
永
代
進
之
候
処
、
実
正
明
白
也
、
為
其
タ
ン
方
之
は
ん
を
と

〉
の
へ
進
之
候
、



天
下
大
法
徳
政
行
候
共
、
於
後
日
、
不
可
有
相
違
候
、

大
永
七
年
釘
五
月
五
日

宮
崎

(花
押
)

臼
木

(花
押
)

森
地

(花
押
)

瑞
聖
寺
納
所
正
迎

(花
押
)

傍
証
文
如
件
、
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久
岡
殿
参

こ

の
史
料

6

は
手

継
証

文

(表

2

の
C

)

の

一
部

で
、
瑞

聖
寺

納

所
が
、

借
物

が
増

え
た

た
め

に
久

岡

に
下
地

を
売
却

し

た
際

の
売
券

で
あ

る
が
・
傍

線

部

に

「
タ

ン
方

之

は

ん
を

と

〉
の

へ
」

と
あ

る
。

ま

た

こ

の
物

件

は

一
カ
月
後

に
久

岡

か
ら

岸

田

に
転

売

さ

れ

て

い

翫
縄

、

こ
の
際

の
売
券

で
も

「
檀
方

と
調
候

て
」

と
明
記

さ

れ
て

お
り

、
瑞
聖
寺

の
財
産

を
処
分

す

る
際

に
は

「
檀
方

」

の
判
が
必
要

で

あ

っ
た

こ
と
が

知

ら
れ

る
。
実
際

、
史

料

6

の
、
宮
崎

・
臼
木

・
森
地

の
三
人

の
署
判

は
、

こ

の

「
タ

ン
方

之
は

ん
」

で
あ
る

と
考

え
ら

れ
る
。

ま
た
、

天

文
六
年

の
森

長
康

弘
寄

進

状

(⑯

資

2
-
4
)

に
も
、
寄

進

す

る
物
件

に

つ
い
て

「
此

田
地

者
、
真

寿

存

生

之
時
、
瑞

聖
寺

ヨ
リ
、
樋
か

瑛

料
、
永

代
買
徳

仕

田
地

二
て
候
」

(傍
点

筆
者

)

と
あ
り
、

寺
所

有

の
財

産

の
処

理

に

「檀
方

」

が
深
く

関
与

し

て

い

た

こ
と
が
う

か
が

え

る
。

以
上

は
瑞
聖

寺

の
例

で
あ

る
が
、

お
そ
ら

く
成

願
寺

の
場

合
も
、

同
様

の
状

況

で
あ

っ
た
も

の
と
想

定

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

ま
た
・

「
檀
方

」

と
明

記

さ
れ

て
は

い
な

い
が
、

さ

き

に
み
た

よ
う

に
、
成

願
寺

が
普

請

な
ど

を
行

な

う
際

の
費
用

や

入

用

を
用
立

て
て
・
寺

の
財
政

を

さ
ま
ざ

ま
な

か
た

ち
で
支

え

る
人

々

の
存

在
も
見

逃

せ
な

い
。

財
産

の
処

分
だ

け

で
な

く
、
寺

が
必
要

と

す

る
費

用

の
工
面

な
ど
も
行

な

っ
た

と

み
ら
れ
る
。

(3
)
寄
進
物

件

の
保
証

次

の
史
料

7
は
、
祐
泉

が

、
自
分

の
両

親

と
、

自
ら

の
逆
修

の
た
め

に
寄

進

を
し

て

い
る
寄

進
状

で
あ

る
。



○
史
料
7

(⑳
資
2
-
3
)

為

二
親
井
自
身
逆
修
成
願
寺
江
寄
進
申
下
地
之
事

(中
略
)

右
件
下
地
、
何
茂
末
代
此
三
人
霊
供
料
候
、
若
就
此

田
地
、
自
何

方
も
違
乱
之
儀
候
者
、

而
、
寄
附
之
事
候
間
、
永
代
不
易
、
可
預
御
廻
向
候
、
伍
為
後
日
寄
進
状
如
件
、

懸
入
候

西
屋
正
忠

(花
押
)

天
文
十
五
年
柄
七
月
九
日

祐
泉
比
丘

中
康
久

(花
押
)

戦国期の在地寺院と地域社会

ま
ず

、
右

の
傍
線

部

に
注
意

し
た

い
。

こ

こ
で
は
も

し
寄
進
物
件

に
何

ら

か

の
違
乱

が
生

じ
た
場

合
、

そ

れ
を
処
理

す

る
人
物

と
し

て
、

晟

願
寺
旦
方
L
の

薪

殿
」
と

「
中
山
殿
」
が
登
場
す

る
。

こ
こ
で
、
新
殿

・
中
山
殿
は
、
寄
進
者

で
あ
る
祐
泉
比
丘

(尼
)

の
成
願

寺

へ
の
寄
進

行
為

を
、

い
わ
ば
保

証

す

る
立

場

と

み

る

こ
と

が

で
き

る
。

文
末

の

「西

屋

正
忠
」

「
中

康
久

」

も
、

お
そ

ら
く

こ
の
寄
進

行
為
を
保
証
す
る
意
味

で
、
署
判

し
て
い
る
貌

と
み
ら
れ
る
.
他
の
史
料

に
も

泉

々
新
き
し
ん
た
る

へ
篠

寺
相
違
之
事
讐

中
山
同
宗

四
郎
兄
弟

可
然
様

縁

ら

い
候

て
L
「
万

一
子
々
孫

ニ
ヲ
ゴ

ァ
、
違
乱
之
事
候
煮

森

田
方

・
森
室
出
担

兎
角
之
儀

可

被
申
定
候

為
某

証
耀

頼
入
候
」
「此

こ
と
わ
り

ハ
、
し
や

つ
永
之
坊

へ
、
.」
と
ね
ん
ご
ろ
に
申
候

こ
と
わ
り
、
-
わ
し
-

ハ
た

ん

か
う

に
て
、

よ
き
や
う

に
」

な

ど

の
よ
う

に
、
寺

に
寄

進

さ
れ
た
物
件

を

「出
相

」

い

「
談
合

」

す

る
な

ど
し

て
、

保

証
す

る
立

場

の

存
在

が
あ

っ
た
。
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つ
ま
り
成
願

寺

は
そ

の
地
域

と
隔
絶

し

て
存

在

し

て

い
た

の
で

は
な
く
、
寺

の
運

営
を
遂

行

す

る

に
当

た

っ
て
、

寺
を
取

り
巻

く
地
域

の
人

々
が

、
さ

ま
ざ

ま
な
役
割

を
果

た

し
て

い
た

こ
と
が

わ
か
る
。

こ
れ
ら

の
人

々
を
と
り

あ
え
ず

「
檀
方

」

と
よ
び
、

次

に

「
檀
方

」

が
具
体
的

に
、

ど

の
よ
う

な
人

々

で
あ

っ
た

の
か
を

み

て

い
き
た

い

。
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2
、
檀
方

・
徳
政
衆

・
老
分
衆

檀
方

は
、
成

願
寺

へ
の
運
営

に

一
定

の
役
割

を
果

た
し

て

い
る
以
上

、
成
願
寺

に
帰

依

し
、
奉
加

し

て

い
る
人

々
で
あ

る

こ
と

は
ま
ず

間
違

い
な

い
。

そ
し

て
次

の
史

料

に
、

檀
方

の
ま
た

一
方

の
側
面

を

も

み
る

こ
と

が

で
き
る
。

○
史
料
8

(老
分
衆
盛
純
起
請
文
)

　　
　

　

「番
外
老
分
衆
盛
純
起
請
文
/
就
檀
方
中
弓
矢
云
々
壱
通
」

議

膿

書
)

①
老
分
衆

成
願
寺
御
同
宿
中

盛
.純
」

②
就
檀
方
中
弓
矢
、
成
願
寺
江
御
取
替
之
儀
申
入
候
之
処
、
御
腹
立

之
由
及
承
候
、
尤
之
儀
候
間
、
御
無
心
之
儀
不
申
入
候
、
然
者
於

末
代
対
成
願
寺

二
錐
有
何
之
公
事
出
来
、

一
向
造
作
之
儀
申
儀
不
可
有
之
候
、
為
其
各
々
以
清
言
申
候
条
、
御
迎
之
衆
与
被
成
御
同

道
、
早
速
御
帰
寺
奉
待
候
、
猶
御
使
衆
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言

(以
絃

礎

廿
七
日

盛
純

(花
押
)

添
も
天
照
太
神
、
熊
野
三
所
権
現
、
白
山
権
現
、
其
外
日
本
大
小
神
祇
、
此
儀
不
可
有
偽
之
者
也
、
価
如
件
、

福
岡

(花
押
)



(異
筆
)
「森
地
」

式
部

大
谷

(異
筆
〉
「臼
木
」

弾

正
忠

観
音
寺

慈

雲
寺

　 ノへ

花 花
押 押
))

 

(花
押

)

(花

押

)

(花

押
)

戦国期の在地寺院と地域社会

こ
の
起

請
文

は
、
年
代

も
未
詳

で
、
内
容

の
は

っ
き
り
し

な

い
と

こ
ろ
も
あ

る
が
、
傍
線

部
②

の
よ

う

に

「
就

檀
方
中

弓
矢
」

と
あ

る

と

こ
ろ

か
ら
、
檀
方

の
あ

い
だ

で
武
力

を
伴

っ
た
紛

争

が
起

こ
り
、
成

願
寺
住

持

が
そ

れ

に
ま

き

こ
ま
れ
、
立

腹

し

て
成

願
寺

を
去

っ
て

し
ま

っ
た
。

そ
れ

に
対

し

て
、
今
後

は
成

願
寺

に
面
倒

を
掛

け

る
よ
う

な

こ
と
は
申

し
ま

せ
ん
、

と

い
う

こ
と

で
起
請

文
を
出

し
・
寺

へ

の
帰

還
を

願

っ
て

い
る
も

の
で
あ

ろ
う
。

(
34

)

瀬

田
氏

も
言
及

し

て

い
る
よ
う

に
、

こ
こ

に
連

署
し

て

い
る

の
が

「
檀
方

中
」

で
、

こ

の
文
書

を
差

し
出

し

て

い
る
盛
純

は
、
封

ウ

ハ

書

に

「
老
分
衆

」

と
あ

る

(傍

線
部
①

V。

ま

た

「檀

方

中
」

の
う

ち
、

臼
木

は

『勢

州
軍

記
』

で
小

倭

七
人

衆

と

さ
れ

て
お
り
・
慈

雲

寺

は
明
応

三
年

『
百
姓
衆

起

請
文
』

に

「慈

雲
寺

披
官

」

と
あ
り
、

披
官

を
持

つ
よ
う

な
地
位

に
あ

っ
た
。

ま
た
森
地

は
、
史
料

6

で
み

た

よ
う

に
、

成
願
寺

傘

下

の
瑞

聖
寺

の
檀
方

で
も
あ

り
、

ま
た

「
徳

政
衆
」

の

一
員

と
し

て
も
顔
を

み

せ
て

い
る
。

こ

こ
か
ら
檀

方

も
、

寄
進

者

と
同
様

の
、
在

地

の
侍
衆

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
る
。

と

こ
ろ

で
、

「
在
地
徳

政

」

の
主

体

と
し

て
徳

政
衆

が
あ

り
、
徳

政

衆

は
小

倭

一
揆

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ
、

小
倭

一
揆

衆

は
成

願
寺

檀

方

と
ほ
ぼ
重
な
り
合

い
、
檀
方

示

倭

褒

衆

の
指
薯

・
長
老

と
し
て
老
分
衆
が
あ

匙

・
瀬
畏

に
よ
る
こ
の
分
析

に
対
し
・

こ
こ
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表3成 願寺文書にあらわれる老分衆 ・檀方 ・徳政衆

(イ)老 分衆
・一坂 正統 谷藤衛 門(尉)

・盛 純

(口)檀 方

臼木弾正忠 ・大谷 ・観音寺 ・岸 田 ・小

泉 ・慈雲寺 ・しや う永之坊 ・叛 ・杉室 ・

せい きん坊 ・竹 内 ・中康 久 ・中山 ・中

山同宗四郎 兄弟 ・西屋正忠 ・西之屋 ・

福岡 ・森田 ・森地式部 ・森室 ・康久 ・

与一

(ハ)徳 政衆

岡成七郎左衛 門尉行長 ・岡成与七 ・岡成盛清 ・岡嶋 ・

岡本平 四郎康秀 ・蔵 地房秀 ・竹 岡実永 ・竹森 ・中村富

蔵 ・場馬 ・堀長 ・松 山帰雲 ・村林 守安 ・森信 久 ・森地

藤十郎正経 ・森地 ・吉長秀満 ・憲懸西康友 ・吉田孫三

郎 ・山下又二郎 ・十郎忠則 ・衛門尉康信

(二)寄 進者

安野 ・池 山 ・鵬 ・上 田 ・騨 ・岡崎 ・岸 田 ・薮 ・遡 ・竹 嶋 ・竹 田'中 野 久岡 ●ふ くち ●

森田 ・森 室 ・森長 ・山田 ・山田野北 田弥九郎 ・丹後入道 ・豊前

○ 表 中 に分 類 記 載 され た人 名 は、史料 中 に 明記 され て い な い場 合 で も、(イ)～(二)の い ず れ か の役 割 を担

っ て い る場 合 、 該 当欄 に記 載 した。

○(イ)～(ハ)は 、 名字 ・実 名 が わ か る場 合 は そ れ を記 載 し、名 字 だ けの もの は複 数 回 登場 して も1回 の 記

載 と した。(二)は 多 数 に な るの で 、例 外 をの ぞ い て 名 字 の み を記 載 した 。

○下 線 の あ る もの は、 『勢 州 軍 記 』 に小 倭 衆 と して 出 て く る もの 。

○

史

料

9

(
資

1

-
4

)

(第
二
紙
奥
切
封

ウ

ハ
垂
邑

「

(墨
引

)
ハ　

　

岸

田
八
口
左
衛
門
尉
殿
参

　

今
度

、

従
森
地

方
、

一
坂
正
統

藤
衛
門
尉

老
分
衆

徳

政

之
千

、

②
老

分

、入
、

任
批

判

申
候

処

二
、

在
所

十
善

神
東

、
壱
石

二
斗
代

、

分

、
其

へ
渡
申

候
、

此
上

ハ
、

被
懸
申
候
、

貴
所
之
承
候
事
、

財
懸
八
斗
代
、

於
後

々
末
代
、

」

両
方
勝
事
存
知
、

無
紛
候
、

合
武
石
代
之

不
可
有
違
乱
煩

で
筆
者

な

り

の
再
検

討
を

行
な

っ
て
み
た

い
。

表

3

は
史

料
中

に
出

て
く

る
人
名

を
、

そ

の
役
割

に
よ

っ
て
分
け

(
36

)

(
37

)

(
ロ
)
檀

方
、

(イ
)
老

分

衆

、

た

も

の

で

あ

る
。

そ

の
役

割

と

は
、

(
ハ
)
徳
政

衆
、

(
二
)
寄
進
者

の
四

つ
で
あ

る
。

(
二
)
寄

進
者

.
(
ロ
)

檀

方

に

つ
い
て
は

す

で

に
言

及

し

て

い
る
。

ま

た

(
ハ
)
徳

政

衆

に

つ
い
て
は
は
じ

め

に
述

べ
た
よ
う

に
、
瀬

田
氏

の
ほ

か
、
中

野
氏

.

池

上
氏

ら

の
議
論

が
あ

る
が
、
筆
者

は
基
本

的

に
中
野
、

池

上
両
氏

の
考

え

に
賛

同

す

る
。

そ

こ
で
ま
ず

(イ
)
老
分

衆

の
位

置

づ

け

を

行

な

っ
た

の
ち

に
、

(イ
)
～

(
二
)
の
位

置
づ

け
を
試

み
た

い
。

老

分
衆

に

つ

い
て
、

ま
ず
次

の
史

料
を

み
た

い
。

13b



候
、

侃
為
後

日

、

一
筆
如

件
、

一
坂
正
統

(花
押

)

天
文
三
年
押
五
月
十
四
日

谷
藤
衛
門

(花
押
)

ロ　
　
カ
　

岸
田
八
郎
左
衛
尉
殿
参

戦国期の在地寺院と地域社会

森

地

は
、

お
そ
ら

く
岸

田

に
売
却

し
た
物

件

に
関

し

て
、
取

り
戻

し
を
要

求

(「徳

政

之
儀
申

懸
」
・
傍
線

部
①

)
し

て
き
た

の
で
あ

ろ

う
。

こ

の
こ
と
が
大

き
な
騒
動

と
な

り
、
岸

田

は
、
老

分

に
裁
定

を
任

せ

る

よ
う

に
言

っ
て
き

て

(傍

線

部
②

)
、
結

局
、
岸

田

の
言

い

分

が
間
違

い
な

い
と

い
・つ
ヒ日
、

一
坂
正
統

.
谷
藤

左
衛

門

が
連

署

し

て
、
岸

田
八
郎
左

衛
門
宛

に
出

し
た

の
が

こ
の
証
状

で
あ

る
・
森

地

は

ほ

か
の
史

料

に
徳

政

衆

の
ひ
と

り
と
し

て
出

て
く

る
こ
と

か
ら
、

お
そ

ら
く
徳
政

衆

の
判
断

で
は
岸
田

が
納
得

せ
ず
、
老

分
衆

に
裁
定

を
持

ち
込

ん
だ
も

の
と

思
わ

れ
る
。

ウ

ハ
書

に

「老

分
衆

一
坂

正
統

藤
衛

門
尉
」

と
あ

る
か
ら
、
裁

定

し

た

の
は

一
坂

正
統

・
谷
藤

左
衛

門

H
老
分

衆

と
み

る
こ
と
が

で
き
る
。

.、
7、
で
、
老

分
衆

と
し

て
二
人

の
人
物

が
確

認

で
き
、

老
分
衆

は
徳
政

に
関

し

て
、
徳

政
衆

で
は
処

理

し
き

れ
な

い
問

題
が

お
き

た
場

合

、
最

終
的

に
裁
定

を
下

す
権
限

を

も

っ
て

い
た

こ
と
を
知

る

こ
と
が

で
き

る
・

次

の
史

料

で

は
、
老

分
衆

の
別

の
側
面

を
知

る

こ
と
が

で
き

る
。

○
史
料
10

(資

1
-
30
)

返

々
於

後

々
宋

代

、

可
取
放
事

、
就

中
、

不
可
有
相
違
之
旨
如
件
、
次
又
、
只
今
之
作
人
及
兎
角
、

舛
者
当
寺
之
納

四
合
ロ

ニ
、
可
被
成
知
行
候
、

未
進
等
於
有
之
煮

即
両
之
施
主

へ
届
被
申
、
作
を

脚



①
西
之
屋
方
与
、
井
生
之
竹
内
方
、

一
日
也
、
槌
霊
供
可
有
念
仏
事
、

分
、
令
進
覧
候
、
彼
所
当
之
事
、

永
禄
十

一
年
賊
卯
月
廿
九
日

両
施

主
而

、
先
柔

為

祐
円
、
納

之
舛

六
斗

代
、
永

々
寄
進
被

申
候

、
然
者

、

次
先
年
此
田
地
、
錐
為
当
寺
寄
進

従
作
人
許
直

二
、
可
有
知
行
者
也

祐
盛

(花
押
)

、
此

比
少
有

紛

而
、
此

老
者

新
及
批
判

、

　
マ
こ

彼
正
名
日
、
七
月
十

永
代
寄
進
状
、
従
老
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こ
れ
は
、
祐

盛

か
ら
、

お
そ

ら
く
成

願
寺

へ
出

さ
れ

た
証
状

で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
西
之

屋
方

と
井
生

之
竹
内

方

の

二
人

が
、
檀
方

の
機

能

の
ひ
と

つ
で
あ
る
売
寄

進

の
際

の
仲

介

者

(こ

こ

で
は

「施

主
」
)

と
し

て
、
祐

盛

か
ら

物

件
を

買

い
、
祐

盛

の
先

祖
祐

円

の
た
め

に

寄
進

し

た

(傍

線
部
①

)
、

つ
ま

り
売

寄
進

と

い
う
状

況
が
前

提

と
な

っ
て

い
る

と
思

わ

れ
る
。

寄
進
物

件

は

お
そ
ら
く

上
分

で
、
物

件

は

「
両
施
主

」

か
ら
成

願
寺

に
寄
進

さ

れ
た

の
で
あ

る
が
、

作
人

の
未

進

が
あ

り
、
成
願
寺

に

納

入
さ

れ
な

か

っ
た

の

で
、
成

願
寺

が
老
分
衆

(老
者
)

に
話

を
持

ち
込

み
、
改

め

て
裁

定

を
求

め
た
。

そ

の
結
果
、

老
分

衆

か
ら
働

き

か
け

て
・

再
び

成
願
寺

宛

の
永
代

の
寄
進

状
を
、

「両
施

主

」

か
あ

る

い
は
祐
盛

か

ら
成

願

寺

へ
出

さ
せ

た
。

つ
ま

り
そ

れ

ま

で
の
寄
進

状

(お
そ
ら

く
両
施

主

か
ら
成
願
寺

宛

の
)

で

は
作

人

の
未

進

の
た

め

に
上
分

が
納

入

さ
れ
な

い
の
で
、

新

た
な
、永
代
寄

進
状

が
成

願
寺

に
出

さ

れ
・

上
分

が
確
実

に
成
願

寺

に
寄
進

さ

れ
る
よ
う

に
、

老
分
衆

が
衆
議

し
た
。

こ

の
証
状

は
、

本
来

の
寄
進
者

で
あ

る
祐
盛

か
ら

成
願

寺

へ
、

こ

の
こ
と
を
伝

え
、
重

ね
て

こ
の
寄

進

に
間
違

い
の
な

い
こ
と
、

万

一
ま
た
作

人

の
未

進

が
あ

っ
た
ら
、
両
施

主

へ
届
け

て

作

人

を
取
り
放

つ
こ
と
、

を
述

べ
て

い
る
。

こ
の

「老

者

」
「
老
分

」

(波
線

部

)

は
、
史

料

9
の

「
老
分
衆

」

と
同

じ

で
、

こ
こ
で

の
老
分

衆

は
、
寄
進
行

為

に

つ
い
て
違
乱

が
生

じ

た
際

に
・
再

度
寄
進
状

を
作

成

し
直

さ
せ

る
な
ど
、

最
終
的

な
裁

定
を
下

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
寄
進

物
件

に

つ
い
て

の
保

証

は
、

基

本
的

に
は
さ

き

に
み

た
檀

方

と
機
能

的

に
は
同
様

で
あ

る
が
、

お
そ

ら
く
檀
方

で
は
処

理
不
可
能

な
事
態

が
起

き
た
場

合

に
、

さ
ら

に

高

次

の
判
断

を
行

な
う
機
能

と
し

て
、
老
分
衆

が

あ

っ
た

と
み
る

こ
と
が

で
き

る
。



戦国期の在地寺院 と地域社会

つ
ま
り
、

さ
き

の
史

料

8
で
は
、
老

分
衆
盛
純

は
、
起
請

文

に
連

署

し

た
檀

方
中

と
成
願
寺

と

の
仲

を
取

り
持

つ
よ
う

な
動

き
を

み
せ
、

こ
の
史
料

10

で
は
、
場

合

に
よ

っ
て
檀
方

の
機
能

を
越

え

る
権
限

を
持

ち
、

一
方

、
徳

政

に
関

し

て
も
、

徳
政
衆

で
処

理

の
で
き
な

い
問

題

が
起

き
た
場

合

に
、

最
終

的

に
裁

定

を
下

す
権

限

を
持

っ
て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
存
在

が
老

分
衆

で
あ

っ
た
。

さ
き

に
史

料

9

で
み
た
老

分
衆

の

一
坂

正
統

や
谷
藤
衛

門

の
性
格

を

み
る
と
、

一
坂

は
成
願
寺

の
あ

る
上

ノ
村

の
小
字
名

で
、

近
世

に

は
枝
村

の

ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。

ま

た
、

谷

も
成

願
寺

の
北

側

に
小

地
名

と
し

て
残

っ
て

い
る

か
ら
、

そ
れ

ぞ
れ
成
願
寺

近

辺

の
地
名

を
名

字

と

す
る

よ
う
な
・

在
地

の
侍

で
あ

っ
た

と
思

わ

肱
縫

・

そ
う

す

る
と
、

こ

の
老
分
衆

と
檀
方

.
徳
政
衆

の
関

係

を
ど

の
よ
う

に
理
解

し
た

ら
よ

い
の
だ

ろ
う

か
。
表

3

の

(イ
)
～

(
二
)

の
機

能

集

団
別

に
記

載
さ

れ
た
人
物

の
姓

を
検

討

す

る

と
、

(
ロ
)檀

方

と

(
ハ
)
徳

政
衆

に
共

通

し

て
出

て
く

る

の
は
、
森

地

の

み
で
、

あ

と

は
檀
方

は
檀

方

と
し

て
複

数
回

登
場

す

る
姓

(た
と
え

ば
中

山

、
西

屋
)
、
徳

政

衆

は
徳

政
衆

と
し

て
何

度

か
出

て
く

る
姓

(た

と
え
ば

岡
成
、
竹

森

)

と
、
そ

れ
ぞ
れ

の
機
能
集

団

と
特
定

の
家

と
が
固

定

さ
れ

て

い
る
か

の
よ
う

に
み
え

る
。

し

か
し

一
方

で
、

『勢

州
軍

記
』

に
み
え

る

「
小
倭

衆
」

と
さ

れ
る
姓

を
、

こ
の
表

か
ら
拾

っ
て

み
る
と

(波
線

部

)
、

(
ロ
)
(
ハ
)
(
二
)

に
共

通

し

て
見
出

す

こ
と
が

で
き
る
。

つ
ま

り

こ
の

『軍
記
』

に
よ

る
か
ぎ

り

、

こ
の
表

に
記

載

さ

れ
た
大
部
分

の
人
間

が
、

小
倭

郷
を

拠

点

と
し

て
武
力

や
披
官

を
持

つ
、

在
地

の
侍
衆

と

い
う
、
同

一
階
層

に
属

し

て

い
た

こ

と

に
な

る
。

そ
し

て
、
成

願
寺

に
関

わ
る

こ
と

(寄

進

な
ど

)

に
は
檀

方

と
し

て
、
徳
政

に
関

わ

る

こ
と

に
は
徳
政

衆

と

し

て
、

そ
れ

ぞ

れ
成

願

寺

を
結

節
点

と
し

て
存

在

し
、

さ
ら

に

上
級

の
存

在

と
し

て
、

老
分
衆

が
あ

っ
た
。
老

分
衆

は
徳

政

に
関

す

る
こ
と

も
、
寄
進

に
関

わ

る

こ
と
も
、

そ
れ
ぞ

れ

の
機
能

集
団

で
は

処

理
し

き
れ

な

い
問
題

に

つ
い
て
、
最
終

的

な
裁

定

を
行

な

っ
た
と

み
ら
れ

る
。
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お
わ
り
に
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以

上
三
章

に
わ

た

っ
て
、
成
願
寺

宛
文

書

の
寄
進
状

を
中

心

に
分
析

を
進

め
、
興

っ
て
間

も
な

い
宗

派

の
寺

が
、

小
倭

郷
と

い
う

地
域

と
ど

の
よ
う

な
関
係

を

と
り
結

ん

で
存
在

し

て

い
た

か
、

を
明

ら

か

に
し

て
き

た
。

ま
ず
第

一
に
、
成

願
寺

に
対

す

る
寄

進

の
中

心
は
小
倭

郷

の
有

力
者

(侍
衆

)

で
あ

り
、
成

願
寺

は

こ
の
よ
う

な
人

々

に
よ

っ
て
支

え

ら

れ

て

い
た
。
侍
衆

は
成
願
寺

の
檀

方

と

い
う

か
た

ち

で
、
成

願
寺

と
地
域

の
人

々
と

の
間

に
介
在

し
、

両
者

の
関
係

を
調
整

す
る
役

割

を

果

た
し

て

い
た
。

第

二
に
、
成

願
寺

へ
の
寄
進

に
は

「売

寄
進

」

と

い
う

シ
ス
テ

ム
が
あ

っ
た
。

こ

の
場
合

、
檀

方

が
、

寺

と
寄

進
希

望
者

の
仲
介

と

な

り
、

場
合

に
応

じ
て

そ

の
シ

ス
テ
ム
を
運
用

し

て

い
る
こ
と
が
、

と
く

に
注

目

さ
れ

る
。

こ
れ
ま

で

の
売

寄
進

の
研
究

で
は
、
売
寄

進

の

構
造

や
、
徳

政

と

の
関

わ

り

に
論
点

が
あ

っ
た

が
、

こ

こ
で
は
、

そ

の
成

果

に
学
び

な

が

ら
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
が
地

域
寺
院

に
お

い
て
、

実

際

に
ど

の
よ
う

に
運

用

さ

れ
た

か
、

を
特

に
そ

れ
を
仲

介

す

る
役

割

を
も

つ
檀

方

の
あ

り
方
を
追

究

す
る

こ
と

で
、
在

地
社
会

の
な

か

に
位
置

付

け
た
。
先

に
も
述

べ
た
よ
う

に
、
売

寄
進

は
、
経

済
的

な
余
裕

の
な

い
場
合

で
も
寄
進

が
可
能

に
な

り
、
多

く

の
人

々
に
と

っ

て
、

そ

の
願

い
を

か
な

え

る
手
段

が
広

が

っ
た

と

い
え
、

こ
の

こ
と

は
、
地
域

社
会

の
な

か

に
あ

る
寺

に
と

っ
て
も
、

寄
進
者

層

の
拡

大

を
可

能

に
す

る
。

こ
の
よ
う

な
な

か

で
、
寄
進

希

望
者

と
寺

の
仲

立

ち

と
な

っ
た

の
が
、

檀
方

の
果

た
し

た
大

き
な
役

割

な

の
で
あ

る
。

第

三

に
、
寄
進

に
関

し

て
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し

た
際

に
は
、

檀
方

よ

り
も

さ
ら

に
上
級

の
、
老
分
衆

と
よ
ば

れ
る
組
織

が
裁
定

を
行

な

っ
た
。

こ
の
老

分
衆

は
、
村

落

の

「
お
と
な
」

の
よ
う
な
存
在

で
あ

り
、

こ
れ
は
徳
政

に
関

す

る
紛

争

の
最
終
的

な
処

理
も
行

な

っ
た
。

小
倭

郷

で
は
、
成
願
寺

と
地
域

を
結

ぶ
檀

方

と

い
う
人

々
と
、
徳

政

に
関

す
る
紛

争

を
処

理
す

る
徳

政
衆

と

い
う
機
能

集
団

が
あ
り

、
そ

の
両
者

よ
り
さ
ら

に
高

次

の
判

断
を

す

る
も

の
と
し

て
、

老
分
衆

が
存

在

し
た

の

で
あ

る
。
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そ
し

て
第

四
に
、

こ
の
よ
う
な
構

造

の
結
節
点

と
し

て
成
願
寺

が
存
在

し
た

こ
と

が
指

摘

で
き

る
。

研
究
史

上
著

名

な

「
小
倭

衆

一
揆

連
判
状

」

「
小
倭
百

姓
衆
起

請
文

」
も

、

こ

の
よ
う

な
成
願

寺

の
存

在

を
抜

き

に
は
語

れ
な

い
。

こ
れ

ま

で

の
研

究

で
は
、
専

ら

さ
き

の

連

判
状

と
起
請

文
、

あ

る

い
は
徳

政
指

置
状

を
主
要

な
史
料

と

し

て
、

小
倭
衆

の
自
立

性

や
強
固

な
結
束

力

が
論

じ

ら
れ

て
き
た
。

も
ち

ろ
ん

こ
れ
ら

も
重

要

な
史
料

で
あ

る

こ
と

に
は
変

わ
り
な

い
が
、
連

判
状

・
起
請

文
な

ど

は
、

そ
れ
を
作
成

す

る
特

別

な
動
機

が
あ

っ
て

こ
そ
存
在

す

る
よ
う

な
、

い

っ
て
み
れ
ば
非

日
常
的

な
、
特

殊

な
史
料

で
あ

る
。

そ
れ

に
比

べ
、
寄
進
状

や
売
券

な
ど

の
証
文

は
・
寺

と

人

々
を
結
び

つ
け

る

こ
と

に
関

し

て
は
、
ご

く
あ

り

ふ
れ
た
史

料

で
あ

る
と

い
え

る
。

こ

こ
か
ら
、
成
願

寺

と
小
倭

郷

の
人

々
の
関

係

の

日
常
的

な
有

り
様

を
、

垣
間

み
る

こ
と

が

で
き
た
。

そ
し

て
、
成

願
寺

と
地
域

の
人

々
と

の
関

係

に
は
、
寄

進
状

に
盛

り
込

ま
れ

た
さ

ま
ざ

ま
な
供
養

の
儀

礼

へ
の
願
望

か
ら
想
像

さ

れ

る

よ
う

に
、
人

々
の
極

楽
往

生

へ
の
強

い
希

求

と

い
う
、
時
代

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
あ

っ
た
。

実
際

に
史
料

か

ら
は
、
在

地

の
侍
衆

レ
ベ

ル
の

硝響
鷺
鰻
齢
薦
騒
鑑
弩
餌慕
饗
銚
髪
鞭
琴

翻
r搬
繋
灘
縞

お
そ
ら
く
在

地
社
会

に

お
け

る
階
層

に
対
応

し

て

い
た

の
で
は
な

い
か

と
思

わ

れ
、

成

願
寺

へ
帰
依

す

る
人

々
が
、

侍
衆

に
限

ら
ず
・

百

姓

を

ふ
く

む
も

っ
と
広

汎

な
層

へ
広

が

っ
て

い
た

こ
と
を
類

推

さ

せ
る
。

そ
れ

は
ま
た
別

に
述

べ
た

よ
う

に
、

成
願
寺

以
前

か
ら

あ

る
寺

院

が
、

つ
ぎ

つ
ぎ

と
成

願
寺

の
傘

下
と

な

っ
て
い
く

こ
と

か
ら
も

・
類
推

で
蓑

・

こ

の
よ
う
な
、

地
域

民
衆
全

体

の
供

養

を
望

む

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
吸
収

す

る

こ
と

で
、
成

願
寺

は
小

倭
郷

に
位
置

付

け
ら
れ

て

い

っ
た
。

そ

し

て
成

願
寺

の
地
域

社
会

で

の
あ

り
方
を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
役
割

を
担

っ
た

の
が
、

檀
方

な
ど

の
侍
衆

で
あ

り
、

こ

の
役

割

こ
そ
が

侍

衆

の
存

在
意
義

で
あ

っ
た
と

い
え
よ

う
。

な

お
、
本
稿

で
は
分

析
対
象

を
、

伊
勢

小
倭

郷
と
成

願
寺

に
限

っ
た

が
、
他
地

域
、

他
寺

院

と

の
比
較
検

討

に

つ
い
て
は
、
今

後

の
課

題

と
し
た

い
。
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躍

[付
記
薮

度

に
わ
た
る
、
所
蔵
史
料
や
境
内
五
輪
塔
の
自
由
な
調
査
を
お
許
し
頂

い
た
成
願
寺

.
西
山
真
昭
山
主
と
、
調
査
の
た
び

に
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
ご
教
授
・
ご
配
慮

を
頂

い
た
白
山

町
郷
土
資
料
館
長

・
前
原
清

先
生

に
は
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

た

い
。

ま
た
、
筆
者

の
小
倭
、
成
願
寺
文
書
と

の

出
合

い
は
・
立
教
大
学
日
本
中
世
史

研
究
会

の
小
倭
地
域
調
査

へ
の
参
加

が
き

っ
か
け
で
あ

る
。
藤
木
久
志
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
会

の
メ

ン
バ
ー
に
も
、

深
謝
し
た

い

(な
お
こ
の
研
究
会

の
成
果
は

『
三
重
県
史
研
究
』

15
に
発
表
し
た
の
で
、
併

せ
て
ご
覧

い
た
だ
き
た

い
)
。

註(
1
)

拙
稿

「
成
願
寺

と
上

ノ
村

の
寺

々
」

(
『
一二
重
県
史
研
究
』

15
、
「
戦
国
期
小
倭
郷
成
願
寺

と
村

の
復
元
」
第
三
章
、

一
九
九

八
)

(2
)

「
中
世
末
期

の
在
地
徳
政

」

(
『史
学
雑
誌
』
七
七
-
九
、

一
九
六
八
)

(
3
)

「
私
徳
政

の

一
形
態
」

(『
國
學

院
雑
誌
』

七
八
-
一
〇
、

一
九
七
六
)

(
4
)

「
村

の
徳

政
衆
」

(集
英
社
版

『
日
本

の
歴
史

一
〇

戦

国

の
群
像
』
、

一
九
九

二
)

(
5
)

最
近

の
矢
島
有
希
彦
氏

の
研
究

に
よ

っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
史
料

に
古
文
書
学
的

な
再
検
討
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、

こ
れ
ら

の
史
料

の
位
置
付
け
を

再
考
す
る
必
要

が
出

て
き
た

(
a

「
小
倭
百
姓
衆
起
請
文
」

『荘

園
と
村

を
歩
く
』
校
倉
童
旦
房
、

一
九
九
七
、

「
伊
勢

の
小
倭
郷

成
願
寺

.
城

.

五
輪
塔
」
)
、

(
b

一
古
来
檀
中
証
文

の
古
文
書
学
的
検
討
」
前
掲
註

(
1
)
第

一
章

)

(
6
)

矢
島
、
前
掲
註

(
5
)

a
に
成

願
寺
文
書

の
現
在

の
内

訳
が
書

か
れ
て

い
る
。

(
7
)

色
井
秀
譲
編

(白
山
町
教
育
委
員
会
、

一
九
七
三
)

(
8
)

阿
諏
訪
青
美

・
涌
井
美
夏

「
小
倭
郷
上

ノ
村

の
復
元
」
前
掲
註

(
1
)
第

二
章

に
詳
述
。
十
善
寺
周
辺
と
し
て
寄
進

さ
れ

て
い
る

の
は
、

ほ
か
に

「十

せ
ん
し
お
き
」

「十
善
寺

コ
ウ
本
」
「
十
善
寺
宮
之
北
」
「
十
禅
寺
前
」
「
十
善
寺
前
」
「
十
善
寺
東
」
な
ど
が
あ
る
。

(
9
)

た
と
え
ば

「
大
村
青

木
」

「
大
村

ヤ
ッ
ネ
垣
内

」
「
大
村
す
み
あ
な
」

「大
村
長
寺

之
前
」

な
ど

と
寄
進

状

に
記
載

さ
れ
る
。

(
10
)

「
三
賀
野
下
源
次
垣
内
」

「
三
賀

野
東

山
」

(11
)

「
大

ヲ
キ
藤
之
木
」
「
大
沖
岡
之
前
」
「
大

お
き
之
内

五
タ

ン
田
」
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(
12
)

⑩
資

2
-
14
の
岸

田
定
□

と
⑭
資

1
-
8
の
岸
田
定
清
は
、
花
押

か
ら
見

て
別
人
と
判
断
し
た
。

(
13
)

『
三
重

「
志
白
山
町
文
化
誌
』
前
掲
註

(
7
)
、
『
一
志
町
史
』

(
一
志
町
役

場
、

一
九

八

こ

(
14
)

『
}
志
町
史
』
前
掲

註

(13
)

(51
)

『続
警

類
従

(ムロ
戦
部
)
』
所
収
.
寛
、氷
三

年
頃
成
立
.
著
者
は
神
戸
良
政
.
戦
国
末
期
か
豊

臣
に

よ
る
天
下
鐘

ま
で
の
伊
勢
国
兵
乱
を

記
し
た
軍
記
。

軍
記
物
特
有

の
誇
張

は
あ
る
も

の
の
史
料
的
価
値

は
高

い
と

い
わ
れ
て

い
る
。

(
16
)

前
掲
註

(7
)

(
17
)

前
掲
註

(
7
)

奪

た
と
、尺
ば
、
宮
島
敬

民

が
研
究
さ
れ
た
近
江
大
原
響

寺
の
場
△
・

(載

国
期
社
会

の
形
成
農

開
』
吉

川
弘
文
館
ご

九
九
六
)・
高
田
陽
介

氏

の
研
究
さ
れ
た
美
蜷

徳
寺
、
備
前
本
蓮
寺
の
場
ム。

(尋

請
制
以
前
の
地
域
菩
提
寺
と
そ
の
檀
家
」
『中
世
人
の
生
活
世
界
』

山
川
出
版
社
二

九
九
六
)
な
ど
が
あ
る
。

(
P
)

彼
岸
会

と
は
、
春
分
、
秋
分

の
日
を
中

、心
に
前
後
吉

間
行
な
う
が
、
こ

の
春
分
、
秋
分

の
こ
と
を

蒔

正
L

と
も

い
い
・
夜
昼

の
長

さ
が

ち
ょ

.つ
ど
半
分

で
、
太
陽
は
真
東

か
ら
出

て
真
西

に
入
り
、

.」
の
こ
と
は
、

日
が
西
方
極
楽
塗

の
東

門

に
入
る
こ
と
を
意
味
し
・

こ
の
阿
弥
陀

の
塗

を
観
想
す

る
法
会

を
彼
岸
会

と
し
た
。
圭
室
蔑

氏

に
よ
れ
ば

(
罪

式
仏
教
笑

法
輪
閣
、

一
九
六
三
)
・

こ
の
法
会

は
呆

独
特

の
も

の
で
あ
る

と

い
,つ
が
、
蓮
如

も
、

.、
の
時
期

は
暑
か
ら
ず
寒

か
ら
ず
、
人

々
の
往

還
が
た
や
芝

、
仏
法
修
行

に
懇

で
あ
る
た
め
・
人

々
が
参
詣

に
足

を
運

び
法
会

に
出
座
す

る
も

の
で
あ
る
、
と
述

べ
、
越
前
吉
崎

に
お

い
て
彼
岸
会

を
執
行
し

て

い
る

(
西

七
三
)
・
ま

た
当

時
壽

仏
妻

流
行

す
る

と
と
も

に
、
彼
岸
会

を
響

仏
事

と
し

て
年
中
行

事
化

す
る
こ
と
が
喧
伝

さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

「資

堂
田
記
録
」

で
は
・
三

季

の
彼
岸
L
と

い
う
か

た
ち

で
、
寺

の
年
中
行
事
と
な

っ
て
い
る
様

子
が
う

か
が
え

る
。

(
20
)

拙
稿

「
成
願
寺

の
五
輪

塔
」
『
荘
園
と
村

を
歩

く
』
校
倉
書
房
、

「
九
九
七

(12
〉

東
寺

に
は
昭
和

三
〇
年
代

は
じ
め
ま

で
、
「
お
大
師

さ
ん

の
蕩

」
と
よ
ば

れ
颪

呂
が
あ

り
、

こ
の
場
所

に
は
中
世

に
も
大
湯
屋

と
よ
ば

れ
る

風

景

あ

っ
た
。
湯
料
所

と
い
・つ
所
領
を
寄
芒

、

そ
の
願
意

は
故
人
追
善

の
た
め
で
あ

り
毎
年

の
忌
日

に

「
沐
浴
あ

る

べ
し
」

と
さ
れ

て
い
た
・

南
北
朝
期

の

蕩

結
番
定
文

L
と

い
・つ
史
料

で
は
、
正
月
四
日
、

三
月

三
日
、

五
月
吾

、
七
月
吉

、
九
月
九

日
の
各
節
句

と
道

善
仏
事

の
湯

が
、
毎
月
平
均

六
回
た
て
ら

れ
て
い
た

.」
と
が
わ
か
る
と

い
う
.

こ
の
よ
う

に
、
追
善

の
供
養

と
し
て
風
呂
を
た
く

こ
と
は

麗

浴
L

と

い
い
・
古

143



灘
酵
藏
就
隔
齢
款
馨
霧
捕
赦鰹
雛
蘇
測
鷲
響
齢
噂
凝
熱
ガ蝋
齢
難
蠣
纏
鷺
つ備
幽

と

い
う

(
『中
世
東
寺
と
弘
法
大
師
信
仰
』

思
文
閣
、

一
九
九
〇
)
。

(
22
)

武

罠

は
・
寺

院

の
湯
屋

の
棚

に
位
牌
+
数

基
が
並

ん
で

い
る

の
を
実
見

し
た

と

い
・つ

(
颪

呂

と
湯

の
話
』

(塙

新
書

六
)
肇

日
房
、

一
九
六

七

)
。

(%
)

位
牌
は
鎌
倉
時
袋

期
に
は
す
で
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
ぢ

、
奈
良

の
元
興
寺
極
楽
坊
、
西
大
寺
な
ど
に
中
世
の
遺
.叩
、
出
土
.㎜
が
み

ら
れ
る

(百

本
仏
贅

俗
基
讐

料
集
成
第
四
巻

元
興
寺
極
楽
坊
4
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

冗

七
七
、
『西
大
寺
璽

遺
物
』
元
興
寺
仏
教

民
俗
資
料
研
究
所
、

一
九
七
〇
な
ど
)
。

(42
)

圭
室
蔑

氏

に
よ
れ
ば
・
餓
鬼
道
に
お
ち
て
苦
し
む
妄

(餓
鬼
)
に
飲
食
物
を
施
す
供
養
で
、
本
来
時
節
を
限
る
も
の
で
は
な
い
が
、
わ
が
国

で
は
七
旦

吾

を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
祖
先
の
雪皿
を
迎
え
ま
つ
る
爾

盆
の
行
事
と
結
び

つ
い
て
年
害

事
化
し
、
行
な
わ
れ
る
よ
,つ
に
な

っ
た

と

い
う
。

前

掲

註

(
19
)
。

(52
)

し

か
と

方

で
・

つ
れ
あ

い
、
親
、
先
程

た

い
し
て
の
手
厚

い
供
養
は

積

善
L
で
あ
り
、
非
常

に
功
徳

の
あ
る
行
為

と
考
.尺
ら
れ
て

い
た
こ

と
を
思

え
ば
・

こ
れ
ら

の
行
為

の
背
後

に
は
結
局
は
自

ら
が
極
楽

に
往
生

し
た

い
、
と

い
う
強

い
希
求

が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
.
そ

の
意
味

で
は
、

個
人
ピ

い
う
も
の
の
存
在
が
な

か

っ
た
か

に
み
え
る
中
世

に
お
い
て
、
寄
進

と

い
う
行
為

は
非
常

に

「
個
」
が
突
出

し
た
状
態
が
顕

に
な

る
局
面

で

あ

っ
た
と
も

い
え
よ
う
。

(
26
)

売
券

δ

通

の
う
ち
・
宛
所

が
成
願
寺

と
な

っ
て
い
る
も

の
は
四
通

(資

ー

、

去

、

易

、

2
雀

、
成
願
寺

以
外

と
な

っ
て

い
る

の

は
六
通

(資

-
-
7
・

2
-
7
・
2
血

・

ー

η
、

2
古

、

2
坦

で
あ
る
。
後
者

の
う

ち
五
通
ま
で

に
は
、
関
連
す
る
成
願
寺
宛

の
寄
進
状
が
あ

り
・

い
わ
ゆ
る
手

継
証
文

と
し
て
寄
進
状

と
セ
ッ
ト
と
な

っ
て
成
願
寺

に
残
さ
れ
た
も
の
と
田
心
わ
れ
、
残
り

の

一
通

も
、

お
そ
ら
く
当
初

は
組

に
な

る
寄
進
状
も
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
前
者
四
通

の
う
ち
豊
前

・
森
室

差
出

の
士冗
券

(資

・
立

は
、

.」
れ
に
よ

っ
て
物

件

(大
村

す

み
あ

な

看

四
斗
代
)

が
成
願
寺

に
買
得
さ
れ
た
こ
と
を
一恋

て

い
る
.
と

こ
ろ
が
こ
の
物
件

は
後
述

の
よ
・つ
に
、

そ
の

一
部
が
再
び
別
人

に
よ

っ
て
成
願

寺

に
寄
進
さ
れ
る
・
と

い
う
動
き
を

み
せ
る
。

ま
た
出

野
北

田
弥

九
郎

(満
景
)
は
、
天
文

二
四
年

(資

2
塵

、
永
禄
六
年

(資

↓

)

の

二
度

に
わ
た
り
成
願
寺

に
物
件
を
売
却

し
て

い
る

(両
寄
進
状

と
も
、
名
字

と
名
乗
り
が
同
じ
で
あ

る
が
、
花
押
が
暴

る
の
で
別
人
と
判
断

し
た
.
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お
そ
ら
く
親
子

で
あ
う

つ
)
が
、

.」
の
人
物

は
、

天
茎

七
年

(
蓋

四
八

⑳

亨

M
)

と
弘
塗

一年

(
蓋

五
七

⑳
資
-
-
23
)

に
は
成
願

寺

に
対
し
て
寄
進
を
し

て
お
り
、

.
」
の
売
却
も
、
単
な
る
経

済
行
為
以
上

の
も

の
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ

る
・
売
券

に

つ
い
て
は
・
数

も
少

な

い
た
め
、
不
明
な
点

が
多

い
。

(
72
)

村
石
正
行

「売
寄
進
の

影

態
」
(『古
文
書
研
究
』
第
四
四

・
四
五
合
併
号
、

冗

九
六
)
.
売
寄
進

に
つ
い
て
は
須
磨
千
穎

「養

立
政
寺
文

書

に
っ
い
て
」

ミ
史
学
雑
誌
』
第
七

八
編
第
六
号
、

一
九

六
九
)

に
詳
し

い
。

(
82
)

ち

ょ
,つ
ど

「彼

下
地
」

の
あ

と
が
轟

と
な

っ
て

い
る
が
、

盛

の
直
前

の
残
画
か

ら
推
芒

・
疲

下
地
者
・
従
盛
林

比
丘
尼
」

と
読

み
た

い
・

(
29
)

村
石
前
掲
註

(
27
)

(
30
)

大
永
七
年
六
月
七
日
久
岡
定
秀
売
券

(資
2
-
7
)

(
31
)

大
永

六
年

三
月

二
七
日
岡
崎
康

則
寄
進
状

(資

2
-
9
)

(
32
)

天
文

五
年

七
月
日
森
田
四
郎

二
郎

・
同
豊
前
守
寄
進
状

(資

1
-
6
)

(33
)

天
文

二

一
年

五
月

二
日
上
田
元
応
寄
進
状

(資

1
-

17
)

(
34
)

前
掲
註

(
2
)

(35
)

前
掲
註

(
2
)

(
36
)

こ
こ
で
は
、
成
願
寺

や
瑞
聖
寺

な
ど

の
僧

と
思

わ
れ

る
人
物

は
の
ぞ

い
た
。

(
37
)

(
ロ
)
檀

方
は
史
料
中

に
檀
方
と
称
さ
れ

て
い
な

い
場
合
も
、

そ
の
機
能

に
よ

っ
て
檀
方

と
し
た
。

(38
)

前
掲
註

(
8
)

(
39
)

前
掲
註

(
20
)

(如)「難

嚢

渦鰐

難

す誰
難

納鋲
晦

襲

難

縛

劃則鷺
欝

羅

響

へ
と
定
着
し
て
い
っ
た
、
と
し
て
い
る
.
成
願
寺

の
場
合

の
鑑

響

が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
・
璽

的

な

君

五
讐

が
成
願
寺
、
あ
る
い
は
真
盛
派
に
主
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
や
、
寄
進
希
薯

に
対
す
る
供
議

礼
の
多
様
性
を
考
え
る
と
・
高
田
氏

の
指
摘

に
対

し
止円
首
す
る
も

の
で
あ

る
.
し
か
し

「
宗
教
的

丁

ズ
」

に
対

す
る

蚕

業
努
力
」

と

い
う
見
方

は
・
あ
ま
り
に

薔

的

す
ぎ
る
よ
'つ

踊



一

(
41
)

こ
思
う
。
寺
院

が
地
域

の
な

か
で
位
置
付
け
ら
れ
て

い
く
た
め
に
は

な
る
よ
う
な
存
在

で
も
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
、
と
考
え
る
。

前
掲
註

(
1
)

、
も
ち

ろ
ん
氏

の
主
張
さ
れ
る
関
係
を
も
含

ん
だ
う

え
で
、
共
同
体

の
紐
帯

と

(く
ぼ

た

・
り

ょ
う

こ

日
本
中

世
史

)

14b


